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若者たちの笑顔が集う公民館をめざして 

～新企画、中学生・高校生対象講座「K-POP をカッコよく踊ろう！」一難去ってまた一難～ 

山本裕美子（西東京市柳沢公民館） 

 

思えば私が人生で初めて公民館と関わったのは、

高校生の頃、地元の公民館主催の青年ダンス講座

に参加した時だ。おかげで高校の体育でグループ

別創作ダンスの時は振り付けを担当し良い評価ま

でいただけた。大学を卒業して就職した民間企業

から転職し自分が勤め始めた市役所と、地元の市

役所がその後合併して一緒になったので、なんと

その講座の担当職員だった方と、３年前、偶然に

も柳沢公民館で同じ職場に。お互いいろいろな部

署を経てからの偶然だった。 

年度ごとに主催事業についてまとめて冊子にし

て印刷していた時代があり、数十年前の冊子の青

年ダンス講座を受けた私の感想文が載っているペ

ージを、その人が取り出してきて見せてくれた。

青年の家での合宿で先生や担当職員さんとトラン

プもしたなどの記述もあり、最後に、もっと多く

の若者が集うような公民館になるといいと思うと

いうような言葉で締めくくられていた。高校生の

私がそんなことに気づくとは思えないので、おそ

らく担当職員が、講座の中で機会あるごとにそう

した話をされていたのだと思う。そうでなければ、

当時の私の感想文に書かれるわけはないと思う。 

その感想文から 40 年近く経った今も、どうや

ったら、若者たちにも公民館へ足を運んでもらえ

るのだろうかということが長年の課題のままだ。

その当時もそれが公民館の長年の課題だと担当職

員さんは話していたと思うので、おそらく 50 年

以上もの長年の課題なのだと思う。 

芝久保公民館、保谷駅前公民館、柳沢公民館、

田無公民館、また柳沢公民館、今年度で公民館６

年目。最後のチャンスかもしれないので、その長

年の課題に取り組むことにした。それは、こうし

て見えないバトンがつながれ、今私がそのバトン

を手にしているわけで、走ってさらにその先につ

ながなければいけないと感じたからだ。 

西東京市公民館の事業で高校生対象の講座がほ

とんどなかったことと、２月から新設された夕方

区分 16 時～18時 30 分の有効活用の目的で、若者

対象の講座を柳沢公民館で企画した。 

これまで抽選申込でなかなか部屋が当たらない

という利用団体からの声が多く、ひどいと月に 1

度も当たらないとのことで、建物や部屋を増やす

ことはそうできないが午後の長い時間区分を分け

ることで利用区分の数を増やすことはできるので、

田無公民館が耐震改修工事で１年間休館になる前

に夕方区分を増やしたのだ。 

新企画、中学生・高校生対象講座「K-POP をカッ

コよく踊ろう！」の顛末やいかに。 

 

１. 事業計画書「中学生‣高校生対象講座 K-POP

をカッコよく踊ろう！」 

西東京市公民館４つの基本方針のうちの「開か

れた公民館」「地域の中につながりを」に基づき、

設定した。 

【事業目的】 

① 西東京市第２次総合計画後期基本計画の中で

も掲げられている「子どもの居場所の充実」 

② 新市長の掲げる今後 10 年 20 年とまちのさら

なる発展に向けた次世代を担う子どもたちの

ための「子どもがど真ん中のまちづくり」をめ

ざし、主体的に協力し合って生きる力を育む。 

③ 地域の中で学びを通して、人と人が出会い交

流し関係を育む機会の創生。 

【事業目的達成のための取組】 

①次代を担う中学生や高校生たちが公民館へ足を

運んでみたくなる講座内容をめざす。 

②中学校の体育の授業で今では必須となっている

ダンスについて、中学生や高校生たちが学びを

より深めることができる講座内容をめざす。 

③お互いのダンスを見たり全体をビデオ撮影して

見たりして、良いところを伝えたりアドバイス

し合うなど、グループパフォーマンス力の向上

を図る。講座終了後のサークル化も視野に入れ、

参加者同士の関係形成に留意した運営を行う。 
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11 月３日(祝水)ミニ発表会も含め８月から全

８回、水曜午後４時 15分～６時 15分（そのう

ち１回は講師無しのグループ自主練習経験日）。 

【学習内容】 

① Niziu「Take a picture」や BTS「Butter」等

の曲に合わせ振付やフォーメーションを覚え、

魅力的な表情やさらによりカッコよく見える

ダンスのムーブメントの技術の向上をめざす。 

② 参加者同士のコミュニケーションを円滑にし、

グループパフォーマンス力の向上を図る。 

③ コロナ禍でのダンスパフォーマンスの発表の

場の新たな形も考え合う。 

④ コロナ禍で発表の場が非常に少なくなってい

る市内の高校生たち等と協力して、新型コロ

ナウイルス感染防止対策を取り入れた新しい

生活様式でのダンスの発表の場づくり(仮称)

「西東京ダンスプロジェクト高校生フェスタ」

にチャレンジし、講座の成果発表としてパフ

ォーマンスを披露する。 

【市内高校ダンス部生たちとの運営会議】 

講座とは別日程で５回設定。 

【副次的効果】 

災害時の帰宅困難者のための一時滞在施設であ

る柳沢公民館で、市内高校生たちとともに協力

し合って活動することで、万一の災害時にも協

力し合える関係を作っておく。 

 

２. コロナ禍なので遠慮がちに参加者募集 

 西東京市公民館は令和３年度夏の緊急事態宣言

下では、22 時閉館を１時間早めて 21 時閉館、部

屋の定員の５割以下での利用、水分補給以外の飲

食の禁止、マスク着用、手指消毒、換気、事前検

温、ソーシャルディスタンスの維持、使用備品の

消毒等を利用者に協力依頼して開館していた。 

 主催講座もスタッフ含めて部屋の定員の５割以

下、マスク着用、手指消毒、事前検温、ソーシャ

ルディスタンスの維持、使用備品の消毒等を守っ

て開催している。 

 講座告知は、コロナ禍なので遠慮がちに細々と。

定番の学校配布は行わず、そっと掲示する程度。 

① 市内全戸配布の公民館だより８月１日号 

② 西東京市ホームページ 

③ 各公民館でのポスター掲示とチラシ配架 

④ 併設図書館でのポスター掲示とチラシ配架 

⑤ 公民館全６館の参加者募集講座一覧へのリン

クを西東京市公式ツイッターに投稿 

（ここまでで、申込者２人） 

⑥ ＦＭ西東京「西東京市公民館からのお知らせ」

に出演して告知 

（ＦＭ出演後に２人申込みあり） 

⑦ K-POP ダンス講座単独告知を西東京市公式ツ

イッターに高校生向けと中学生向けに分けて

投稿。チラシ写真付き。市ホームページ掲載記

事リンク付き 

（１回目の単独ツイッター投稿で１人申込みあり） 

⑧ その後まだ募集中ともう一度 K-POP ダンス講

座単独告知を西東京市公式ツイッターに高校

生向けと中学生向けに分けて投稿。チラシ写

真付き。市ホームページ掲載記事リンク付き 

（２回目の単独ツイッター投稿で１人申込みあり） 

⑨ 柳沢公民館の門のところの屋外ショーケース

にポスター掲示 

⑩ 西武柳沢駅バスロータリー側の公民館フェン

スにポスター屋外掲示 

（計６人で初回の講座をスタート） 

⑪ ６人の参加者にまだ大丈夫だからお友達も誘

ってみてと伝えてチラシを１枚ずつ渡した。 

翌日友達に誘われてと１人申し込みがあり、２

回目からは、７人となった。 

 西東京市の公式ツイッターには約６千人の登録

者がおり、おそらく新着情報として届き、K-POP ダ

ンスが好きな中学生高校生のお子さんがいるお母

さんが、情報をキャッチし、子どもに参加したい

か確認して申込まれたと想像できる。 

またＦＭ西東京出演打合せ中にパーソナリティ

が若者はツイッターですよと言ってくれたからか、

元々そうなのか、ＦＭ西東京がツイッター記事に

「いいね」やリツイートしてくれたり、ＦＭ西東

京の公式ツイッターアカウントでも、講座につい

て市ホームページ記事のリンク付きで投稿してく

れたりしていたことを後で知った。とてもありが

たい。番組のエンディングでも講座課題曲のＢＴ
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Ｓの「Butter」を、気を利かせて流してもくれた。 

 数カ月後に初めて気がついたのだが、西東京情

報をかいつまんで発信しているとりまとめサイト

が、「柳沢公民館で好講座！」と中高生向け K-POP

ダンス講座の内容を写真も言葉も追加して魅力的

な記事にしてツイッターで告知してくれていた。 

 

３. 講座スタート 

 直前の時間区分の利用団体が午後４時ぎりぎり

まで視聴覚室を使えるので、その場合 15 分で設

営しなければならない。設営中の引き延ばし作戦

も兼ねて、ホワイトボードに書き込んでおいた項

目に参加者が書き込むことで全員の自己紹介ボー

ドが出来上がるようにして扉と扉の間のスペース

で書いてもらった。氏名、年齢、呼んでもらいた

いニックネーム、好きなアーティスト、好きな飲

み物、好きな食べ物、公民館の講座は初めてか？

など。養生テープに氏名と呼んでもらいたいニッ

クネームを書いて、胸に張ってもらった。 

Niziu や BTS の写真やカードや写真集やＣＤな

ど、ＣＤを購入してみたら付いてきた様々なグッ

ズを会場に入ってすぐの所へ飾っておいたら、わ

ー！きゃー！と入るなりいきなり中高生たちがハ

イテンションで盛り上がっていた。雰囲気づくり

にと思ってそうしておいたが、想像以上に盛り上

がっていたので驚いた。後でまた手に取って見て

いいですよと伝えた。 

講師の六反田菜都実先生を紹介し、続いてホワ

イトボードを見せながら、順に自己紹介してもら

い、ウォーミングアップ、参考動画も活用しなが

らダンスレッスン、クールダウンと、先生は丁寧

にどうしたらよりカッコよく見えるかなどポイン

トをわかりやすく伝えながら教えてくださり、参

加の中高生たちもしっかりついていき、教えても

らったところまで、覚えて踊れていた。 

講座終了後に「ＣＤの中にメンバーのうちの一

人のカードが入っているんですよ」と中学生が教

えてくれた。それをＣＤジャケットの中から探し

出し、ほかの人に「さあ誰でしょう！」とクイズ

をして「〇〇ちゃんでした～！」とさらに帰りま

で盛り上がっていた。先生から参考動画のリンク

を送っていただき参加者にはその日教えてもらっ

たところまでの参考動画リンクもメールで伝えた。 

２回目の最大のテーマは、２回目から参加する

一人を初回からの参加者と同じようにみんなに受

け入れてもらうこと。そこで考えたのは、各自Ａ

３用紙の自己紹介カードを作り、今度は二人ペア

でそれを見せ合いながら一人ひとりお互いに自己

紹介して、相手を順に変えて自己紹介をし合い、

全員とコミュニケーションをとるようにすること。

前回の内容に、「将来なりたいもの」という項目も

付け加え、さらに顔写真を貼るスペースも作った。 

六反田先生に１人増えて７人になったことを伝

えたら、「それならセンターができる、１曲の中で

順々に代わって全員が一度はセンターを経験でき

るようにフォーメーションを作れるのでうれしい」

とのことだった。 

社会教育実習生２人も来ていたので、ある程度

会場設営してから、まずロビーにいる参加者っぽ

い中高生に声をかけて、Ａ３判自己紹介カードを

書き始めておいてもらうこと、順に呼んで顔写真

をカメラで撮影することをその二人に頼んでおき、

その間に会場設営を進めた。 

全員の記入と写真撮影が終わったら、いよいよ

ペアでの自己紹介をかわるがわる全員とする時間

に。７人で奇数だったので六反田先生にも自己紹

介カードを書いていただき、８人で自己紹介のし

合いっこが始まった。先生がタイマーで時間を測

り１分ちょっとで交代を呼び掛けながら行ってい

た。これが思いの外、盛り上がった。みんな楽し

くて仕様がないというくらい盛り上がっていた。

先生も受講者の顔と名前やその他もろもろ把握で

きてよかったのではないかと思う。 

先生は２回目にして、フォーメーションを考え

てきてくれていて、さっそく「〇〇ちゃんはここ」

などと位置などをニックネームで声掛けして伝え

ていた。みんなもすぐにフォーメーションを覚え

て移動しながら踊っているのには驚いた。 

 

４. 受講者の属性と参加動機 

 高校２年生１人、高校１年生３人、中学３年生

１人、中学２年生１人、中学１年生１人、計７人。
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私立中高一貫高校１人、都立高校１人、都立特別

支援学校１人、通信制高校１人、都立中高一貫中

学校１人、市立中学校２人。７人のうち１人は外

国にもルーツがある。全員が公民館講座は初めて。 

申込動機は、「K-POP を誰かに習って踊ってみた

かったから」「ダンスをやってみたかったから」「ダ

ンスがしてみたかったから」「K-POP の完コピダン

スを踊ってみたかったから」「K-POP を踊ってみた

いと思ったから」「友達にさそわれたので。ダンス

が好きで、皆とおどってみたいと思ったから」「K-

POP が好きだから」。 

この日は講座に続いて都立田無高校ダンス部と

私立武蔵野大学高校ダンス部とのオンライン運営

会議。そこで自己紹介と今日の感想を伝えてもら

った。この日が２回目の参加者たちからは、「とっ

ても楽しかったです！」との感想。この日初参加

だった受講生からは、「２回目からの参加でみんな

に受け入れてもらえるかすごく心配だったけど、

みんな温かく受け入れてくれて、とても楽しくて、

とてもうれしかった」と感想を述べていた。私た

ちが想像していた以上に本人は気にしていたんだ

なと気づくと同時に、あ～よかったと安堵した。 

講師からフォーメーションを撮影した動画の限

定公開リンクが送られてきたので参加者にリンク

をメールで伝えた。 

 

５. 講座中盤、講師無しのグループ自主練習体験 

３回目は Niziu の曲の途中までのフォーメーシ

ョン復習と、続きとそのフォーメーションと、新

しく BTS のサビの練習。次回は講師無しのグルー

プ自主練習体験なので、その時に家にあるもので

よいので衣装をどうするか相談しておいてとの講

師からの話し合いの宿題も出た。 

４回目は、軍手持参で、ステージの設営を実際

に自分たちの手でやってみた。スポットライト４

台を調整室からおろしてセットし部屋の照明と合

わせて位置や向きや高さも確認した。ソーシャル

ディスタンスを維持して椅子をいくつずつどのよ

うに並べるかも実際にやってみた。 

本番さながらのセッティングで自分たちだけで

練習してみたらダンスはぐずぐずだったので、も

し講座日以外にも集まって自主練習しないと発表

会に間に合わないと思うなら、グループ名を決め

て公民館に団体登録すれば夕方空いているお部屋

を予約できるようになると終わりの方で伝えた。 

視聴覚室の時間ではグループ名は決まらず、空

いている別の部屋に移動してそこでも、カッコい

いグループ名を付けたいとスマホで検索したりし

ながら話し合いが続いていた。歌いながら踊りな

がら、楽しそうにグループ名を話し合っていた。

結局決まらず次回まで話し合いを続けるとのこと

で帰宅することに。どんなグループ名になるのか

楽しみが一つ増えた。２週間位して、こそっとグ

ループ名が決まったか聞いてみた。 

10 月 19 日、公民館団体登録届が提出された。 

その名も「YS-Giver(ワイエス・ギバー)」。 

なんとカッコいい！数週間かけてみんなでカッ

コいい名前を考え合った結果はさすがだった。 

「YS」はどういう意味なの？と聞いてみた。 

「ヤギサワ♪」 

お～っ！担当職員は何も言っていないのに、そ

の言葉をグループ名に込めてくれたとは感激。 

「Giver」は？ 

「自分たちがダンスパフォーマンスすることで、

見る人に幸せや元気や明るさを届けるパフォーマ

ーであり続けるという意味です」感心しきりだ。 

  

６. 高校生ダンスフェスタ運営会議 

 11 月３日文化の日に市内２高校のダンス部と

合同で「西東京ダンスプロジェクト高校生フェス

タ」を開催し、講座の締めくくりとする予定で、

２校のダンス部とオンライン運営会議を５回も重

ねてきていた。しかし、思わぬ事態に陥ることに

なる。 

９月末までで新型コロナウイルス感染拡大防止

のための緊急事態宣言が解除され、全部活動が中

止となっていた武蔵野大学高校ダンス部の活動が

ようやく再開したが、下校時間は１時間早いまま

なので、練習がままならず、11 月３日ダンスフェ

スタの出演を取りやめるとの連絡が入った。 

都立田無高校ダンス部は、緊急事態宣言下でも

部活動は実施できていて、保護者等は無しの９月
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の文化祭でも発表も行っていた。10 月 13 日のオ

ンライン運営会議でも楽しみ！と盛り上がってい

たのだが、翌日顧問から 11 月３日は出演できな

くなったと突然メールが届いた。感染予防対策を

しっかり行って実施すると話し合いを重ねてきて

いたので、できれば再考願いたいと返事をした。

すると、管理職が武蔵野大学高校が出演しないな

らうちも出演しない、外部出演を許可しないと言

っているとのことだった。 

２校中２校とも出演しないことになってしまっ

たため、不本意ながら、たいへん残念だが、急遽

11 月３日発表会の内容を変更した。 

 

７. 大慌てで発表＆交流の場を探す 

大慌てで 11 月３日午後の発表＆交流の場を探

し始めた。まず一番近い保谷柳沢児童館に何か祝

日にイベントを企画していないか電話で聞いてみ

たが、児童館自体が祝日は休館とのことだった。 

以前、保谷柳沢児童館長と一緒に高校生ダンス

フェスタや K-POP ダンス講座の募集チラシやポス

ターを持って訪問した、市内にある児童養護施設

「聖ヨゼフホーム」を思い出し、ダメ元で 11 月３

日に何かイベント企画がないか、あれば発表＆交

流の場を失ってしまった講座参加中高生たちのた

めにダンスの発表の場を与えていただけないか、

電話して相談してみた。 

なんと、11月３日午後に聖ヨゼフホームの秋祭

りがあるとのことで、検討していただけるとのこ

とだった。本当にありがたい。「お返事には時間を

ください」とのことだったので、「もちろん大丈夫

です。よろしくお願いします」と答えた。 

11 月３日は、午前に家族と友達向けのミニ発表

会、午後は聖ヨゼフホーム秋祭り出演となるか返

事待ちとなった。 

２週間ほど経った頃に、聖ヨゼフホーム副施設

長の松本先生から、「ホールで密を避けて３回に分

けてダンス発表を楽しんでもらえるように 15 分

おきに３回パフォーマンスをお願いしたい。ホー

ルに入れない子どもたちや先生方も別棟のモニタ

ーで見られるように、施設敷地内に限定した生中

継配信することも了解いただきたい。」とのことだ

った。大喜びで「もちろんＯＫです。よろしくお

願いします」と即座に返事をした。救いの女神が

手を差し延べてくれた、感動・感激の出来事だっ

た。ピンチがチャンスに変わった瞬間だった。 

 

８. さらなるピンチで見せた中高生の対応力 

11 月３日発表会当日の朝、メンバー２人が急遽

体調不良でお休みと判明。本番直前に突然７人か

ら５人へのフォーメーション変更が必要となった。

午後はさらにもう１人所用で参加できないとわか

り、昼食後聖ヨゼフホームへ出発前にさらに５人

から４人へのフォーメーション変更に取り組んだ。 

発表会当日にこの不測の事態への対応にせまら

れるとは…。六反田先生に来てもらっていてよか

った。受講生も当日の２回ものフォーメーション

変更を、各数十分の練習で習得して、午前のミニ

発表会ではあたかも５人でずっと練習してきたか

のように、午後の聖ヨゼフホームではあたかも４

人でずっと練習してきたかのように披露して、観

覧の皆様に楽しんでもらえた。この難局を乗り越

えた経験は本人たちの大きな自信にもつながった。 

 

９. 受講者の発表後の感想等(本人の原文のまま) 

① 参加した感想 

② ダンスについての気づき等 

③ ダンス以外のことについての気づき等 

④ YS-Giver としてミニ発表会と聖ヨゼフホーム

秋祭りに出演した感想 

Ａさん(私立中高一貫高校。バレエ歴あり) 

①楽しかった。K-POP を踊るのは初めてで、つい

ていけるか心配でしたが、先生も丁寧に教えて

下さり、皆とても優しくて、楽しい講座でした。

この仲間と一緒に踊れて良かったです。 

②皆で踊ることの大変さと、楽しさを知りました。

自己流でやるよりも、先生に教えていただく方

が上手く踊れる気がしてうれしかったです。 

③初めての人たちの集まりでも、こんなに仲良く

なれるんだと、とてもうれしくなりました。 

④ただ練習するだけでなく、発表する場をもうけ

ていただいたことで、モチベーションを保つこ

とができありがたかったです。聖ヨゼフホーム
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秋祭りは知らない人の前ということもあって緊

張しましたが、良い経験になりました。 

Ｂさん(都立高校。中学の体育のダンスで友達か

ら昭和のダンスと言われダンス苦手感を克服した

かった) 

①楽しかったです。 

②ダンス苦手でも、意外とできる。 

③みんな優しい。 

④緊張したけど、お客さんが楽しんでくれたよう

で、うれしかった。 

Ｃさん(都立中高一貫中学校) 

①難しかったけれど、楽しかったです!!ありがと

うございました。 

②ダンスで細部に気を遣うことはとても難しい。

体幹もバランスも必要で体力が足りない。 

③ダンスを通じて知らない子とも仲良くなれた!!

一緒に笑いあったりできる。 

④色々な方々にダンスを見て頂く機会がなかなか

なかったので、とても良い経験になったと思い

ます。お客様からあたたかいお言葉もかけても

らい、今までの練習が報われた気がしました。

今までに素敵な仲間と出会えたこともとても良

かったです。 

Ｄさん(市立中学校。ダンス歴あり) 

①とても楽しかったです。メンバーと支え合いな

がら練習をかさねて、上手く踊れるように頑張

りました。私は学校の人間関係が上手くいって

いなくて、一人のことが多いです。なので、す

てきなメンバーと一緒に K-POP を踊れて嬉しか

ったです。ありがとうございました。 

②ダンスのレベルを少し上げられたと思います。 

③みんな優しい。 

④少し緊張しましたが、友達が見に来てくれたの

で、嬉しかったです。聖ヨゼフホーム秋祭りで

は、ホームの子たちが一緒に踊ってくれたので

嬉しかったです。出演できたメンバーがいつも

より少なかったですが、とても楽しかったです。 

Ｅさん(都立特別支援学校。初回にまだ人数に余

裕があるので友達も誘ってみてと促したらすぐに

友達を誘ってくれて翌日に申込みがあり２回目か

ら友達も参加。学校の都合で遅れます、お休みし

ますなど、事前にきちんと伝えてくれて、その点

では一番ちゃんとしていた) 

①初めてダンスを踊ったので、最初は上手く出来

なかったけれど、やっていくうちに覚えること

が出来たので、良かったです。 

Ｆさん(通信制高校。外国にもルーツがある) 

①皆で楽しくおどれて、ダンスの上手い人に教え

てもらうことができたので、タメになった。 

②楽しい 

③皆可愛い。 

Ｇさん(市立中学校。ダンス歴あり) 

①初めて参加して、すごくいい友達とパフォーマ

ンスができて楽しかった。 

②関節の使い方が上手になった。 

③新しいお友達と出会えてよかった。 

 

10. 事業の成果と意義 

YouTube レッスン動画、カルチャーセンター・

スポーツセンター講座、民間ダンスレッスン等で

は、スキルアップを目指すことが第一だが、公民

館で学ぶことの良さの一つは、一人ではなく、皆

で活動でき、皆で励まし合ったり、切磋琢磨した

りできることだ。みんなで踊れるようになったら、

公民館まつりに参加したり、地域の福祉施設やチ

ャリティーイベントにボランティアで参加するな

ど地域貢献をしたりすれば、地域の公共の福祉、

そして地域文化の豊かさにもつながっていく。 

今回の受講者の感想からも、それが伝わってく

る。児童養護施設でパフォーマンスし、子どもた

ちに喜んでもらえた経験もした。２月には、こも

れびホールで開催される西東京市児童館主催「パ

フォーマンス翔」に、３月には「ひばりが丘公民

館フェスティバル」にも出演し、観覧の皆さんに

楽しんでもらえるハッピーをお届けするダンスパ

フォーマンスを披露する予定だ。 

様々な学校、学年、ダンスが大好きな子も苦手

な子もという想定以上に多様な参加者が集まり、

中には学校で一人でいることが多いという中学生

もいて、そんな中高生たちにとって、大好きな K-

POP ダンスでつながれる居場所が出来たことはと

てもうれしい。また突如、発表・交流の場を失っ
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た中高生たちのために手を差し延べてくださった

地域の福祉施設の先生方やスタッフの方々の温か

さにも触れ、学校や部活や勉強と両立しながら自

宅でも毎日のように必死に練習してきたダンスパ

フォーマンスを笑顔で披露することで、なんらか

の事情で親と同居できない幼児たち小中学生高校

生たちに喜んでもらえた、一緒に踊って楽しんで

もらえたという経験を中高生受講者たちができた

ことは、企画時のねらい以上のものとなった。来

年度へそしてその先へつないでいきたいと思う。 
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令和３年度 蔵敷公民館主催 趣味・体験講座について 

「菊づくり」～大菊を咲かせよう!～の事例から 

中里賢一（東大和市立蔵敷公民館） 

 

はじめに 

 東大和市の他部署では、新型コロナウイルス感

染症緊急事態宣言（以下「緊急事態宣言」という。）

中でも感染症対策を実施して講座や事業を実施し

ているのにもかかわらず、公民館の方針で同等の

講座や事業ができないもどかしさの中、令和３年

度に実施できた数少ない講座の記録です。 

 申し遅れましたが、私は平成 31 年４月１日か

ら蔵敷公民館長を命じられ、孫が２人いる歳の職

員で、職場については、次のように思っています。 

 長い公務員生活の中で、はじめての社会教育部

(社会教育課、図書館、公民館)は違和感を覚える

部署で、特に公民館の違和感の原因は、ルールが

あって、無いようなところです。 

 例えば、条例では公民館の開館時間は午前９時

からですが、職員が出勤しているという理由で、

午前８時 30 分から開館させられるなど、条例と

いうルールがありながら、公民館の仕事は疑問に

感じることが多く、非論理的で日頃から理解でき

ないことが多い職場だと肌で感じています。 

 しかし、仕事内容は、過去に経験した中で、上

位にランクするほど、良い仕事だと思っています。 

 さらに、仕事に対して、やってもやらなくても

同じ、自分次第なところも気に入っています。 

 

１．公民館の現状 

（１）東大和市立蔵敷公民館 

①施設概要 

 市内に５館（中央、南街、狭山、蔵敷、上北台）

ある公民館の 1 つで、昭和 53 年 11 月 20 日に４

番目の公民館として開館しました。 

 施設内容は学習室３室（90 人、30 人、20 人収

容）和室（21畳）図書室を有する施設です。 

 その他に東大和市立奈良橋市民センターの敷地

内にある陶芸小屋も蔵敷公民館の管理になります。 

②位置 

 東京都東大和市蔵敷２丁目 337 番地、市の北西

に位置し、すぐ近くには狭山丘陵、芋窪バス停（都

バス、西武バス）から南へ 100ｍ、上北台駅（多摩

モノレール）から北へ 900ｍ芋窪街道（立 3・3・

30 号立川東大和線）に面しています。 

③職員構成 

 職員、２名、（係長職と担当者）、会計年度任用

職員、１～３名/日、令和３年度から週 30 時間勤

務の会計年度任用職員の採用が、試験制度に変わ

り、職員課が採用した方、１名体制の予定でした

が、採用者がすぐ退職し、その後の方も退職され

たことからやむを得ず、令和４年３月までは３名

体制になっています。 

 

（２）公民館の方針 

①新型コロナウイルス感染症 

 緊急事態宣言が発出された場合は、原則、講座、

イベント等の事業は中止です。 

②講座講師謝礼 

 今年度から前年度 55万円あった予算が 40万円

カットの 15 万円になり約 73％カット。 

 予算査定の時には全額カット、講師謝礼が発生

しない講師で講座を行うように企画財政部長から

話がありましたが、予算が復活し、かなりの減額

ではありますが「ゼロ」査定よりはまだ、良かっ

たです。 

③財政課合議 

 前年度までは各館、子どもから高齢者まで幅広

い対象者の講座を実施していましたが、令和３年

度からは公民館ごとに講座対象者が決められ、当

館の場合は青少年対象事業になりました。 

 講師謝礼が発生する対象事業以外の講座を実施

する場合、財政課と協議が必要になり財政課と協

議するためには対象事業を行った後、予算が余れ

ば、はじめて協議ができますが、協議をしたから

と言って必ず講座が実施できる訳ではありません。 

 趣味・体験講座は成人対象ですが講師の善意で

講師謝礼なしで実施した講座です。 
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２．講師との出会い 

 例年、東大和市では 11月３日「文化の日」前後

で、市民文化祭を開催していました。 

 しかし、令和２年度はコロナ禍のため市民文化

祭が中止となりその中の１つとして東大和市役所

(以下「市役所」という)の屋外で行っていた菊花

展も中止になりました。 

 中止になったことを知り、当館の利用者で菊花

展に展示を予定していたＦ氏に蔵敷公民館で菊を

展示して頂けないかと依頼したところ、快く承諾

して頂き、蔵敷公民館で菊花展を開催しました。 

 あわせて、フォトクラブ多摩の協力を得て花の

写真も展示しました。 

 何故、蔵敷公民館で菊花展を開催したかという

と、令和２年 12 月から市民企画講座「花のある暮

らし」を予定していたからです。 

 具体的には、次の三つの理由からです。 

 一つ目の理由は、写真の講師の紹介です。 

 「花のある暮らし」は全６回の講座（緊急事態

宣言発出のため実際の開催は３回）で花壇づくり、

寄せ植えなど花に関する講座です。 

 その講座の中の１回に「花の写真の撮り方を学

ぼう！」（見栄えのする写真の撮り方を学びます）

を予定していました。 

 講座の講師が撮った写真を飾ることで、講座の

ＰＲと講師の紹介ができると考えたからです。 

 二つ目に、菊花展を開催すれば花好きが集まり

「花のある暮らし」の参加者募集に繋がると考え

たからです。 

 最後に、新規のイベントをすることで人が集ま

り蔵敷公民館のＰＲになると考えたからです。 

 この菊花展の評判が良かったことから引続き令

和３年度も菊花展を開催するために菊の講座を実

施し、菊花展の参加者を増やすためにＦ氏に講師

依頼をしたことが趣味・体験講座のはじまりです。 

 

３．講座概要 

（１）目的・背景 

 体験学習を通して趣味として「菊を育てる」こ

とを学び、趣味を持つことにより人生を豊かにし

仲間づくりのきっかけを図ることを目的にしてい

ます。 

 あわせて、蔵敷公民館を利用する機会の提供や

ＰＲ、蔵敷公民館主催の菊花展の出品者や協力者

を増やす目的も背景にあります。 

 

（２）概要 

 令和３年度からの新規企画講座で、初心者を対

象にして自宅で菊（２鉢）を育てながら菊づくり

の基本を学び、自分で育てた大菊を人に見てもら

う楽しさが体験できる講座です。 

 

    図１ 講座の募集ポスター 

①受講対象者 

 市民（初心者） 

②講習料 

 無料（材料費 2,000 円） 

③募集人数 

 １０人 

④日程・内容 

 第１回 ５月 20日（木） 

       挿し芽苗の小鉢上げ 

 第２回 ６月 17日（木） 

       苗の芽先摘心 

 第３回 ７月 15日（木） 

       大鉢へ定植（三枝曲げ） 

 第４回 ８月 19日（木） 

       追肥 

 第５回 ９月 16日（木） 

       蕾の管理  
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 第６回 10 月 21 日（木） 

       輪台付け 

 第７回 11 月 11 日（木）～13日（土） 

       『菊花展』展示   

⑤会場 

 蔵敷公民館 101、201 学習室 

⑥受講者 

 11 名(女性８名、男性３名) 

⑦講師 

 Ｆ氏(菊づくり愛好家) 

⑧アシスタント 

 Ｎ氏(菊づくり愛好家)  

⑨菊の種類 

 国華金山(黄色)、国華越山(白色) 各１苗 

 

４．緊急事態宣言発出に伴う変更 

（１）講座の変更内容 

①日程・内容 

 第１回 ６月 ３日（木） 

       菊の配布（１苗） 

 第２回 ７月 １日（木） 

       大鉢へ定植、菊の配布（１苗） 

 第３回 10 月 １日（金） 

       蕾の管理  

 第４回 10 月 21 日（木） 

       輪台付け 

②会場 

 第１回 東大和市立中央公民館の玄関ポーチ 

 緊急事態宣言が発出されていたことから公民館

での実施が難しく、菊を配らないと今後の講座が

できなくなることから、屋外で雨天時でも実施で

きる場所として、会場を中央公民館の玄関ポーチ

に変更しました。 

  雨天中止であれば、昨年、新型コロナウイル

ス感染症等の対策で屋外に簡易テントを張って、

講座を実施した経験があったことからできれば蔵

敷公民館で実施したかったです。 

③時間 

 ２時間の講座を予定していましたが、開始時間

は午前 10時のままで、１時間から 30 分早く終わ

らせることにしました。 

 ただし、初回だけは会場を変更したため、蔵敷

公民館に間違えて来ても中央公民館に間に合う時

間として午前 10 時 30 分からにしました。 

 

（２）菊花展の変更内容 

①名称 

 菊花展示会 

 昨年、蔵敷公民館で菊花展を開催した際にある

団体から市民文化祭で菊花展を中止したのに「何

故やるのだ」「菊花展の名前を使うな」という要望

があり、今年度も東大和市役所(以下「市役所」と

いう)で開催が予定されていた市民文化祭の菊花

展が中止になったこと、併せて会場を市役所に変

更したことから名称を変更しました。 

②期間 

 第５回 11 月 10 日（水）～12日（金） 

 市役所の場合、土曜日は午後閉庁であることか

ら日程を変更しました。 

③会場 

 市役所１階市民ロビー 

 緊急事態宣言が発出した場合、公民館では原則、

中止、事業の実施が難しいことから確実に実施で

きる場所として会場を市役所の１階市民ロビーに

変更しました。 

 市民ロビーは、蔵敷公民館より多くの市民が利

用することからＰＲ効果が高く、緊急事態宣言中

にもかかわらず、同様の内容の事業を実施してい

たことからです。 

 

５．アンケート結果 

（１）菊花展示会の評価 

①大変良い 72％(49/68) 

・とてもきれいでした。講座でこのような機会が

あり、立派な花をつけることができて、すばらし

いと思いました。たくさんの人にみてもらうこと

ができるロビーでの展示もよいですね。展示され

ている皆さんからのひとこともあるともっとよか

ったかも。 

・初めての人でもこんなに素晴らしい菊づくりが

出来るなんて感動しました。講座の日が土日であ

ればやってみたいと思いました。色々と説明も聞



11 

 

けて大変良かったです。 

・身長ほどもある菊に驚いています。苗からこん

なに大きく育てるご苦労と楽しさを想像します。 

②良い 22％(15/68) 

・いつも文化祭等でゆっくり見せて頂いておりま

した。今日は丁度用事があり伺うことが出来まし

た。一年手塩にかけて育てて下さった品々感激い

たしましたありがとうございました。 

・いろいろな種類があってよいです。 

③普通 1％(1/68) 

・出品数がもっとあるのかと思いました。種類が

少ないと思いました。ありがとうございました。 

④悪い 1％(1/68) 

・数が少なく、花が咲き過ぎているように思いま

す。 

⑤大変悪い 0％(0/68) 

⑥無記入 3％(2/68) 

・いろいろな花が見られ良かったです。 

 

   図３ 菊花展示会の評価グラフ 

（２）公民館への要望 

①菊花展示会見学者 

・公民館の活動に感謝です。館長さんに又来年も

続けてくれるようお願い致します。 

・市民講座で初めてと伺いましたが是非継続して

ほしいと願います。 

・年を重ねて利用する機会が無くなりました。外

出する何かキッカケを与えて下さい。 

②受講者 

・再び菊の講座を望みます。 

・菊づくりのレベルアップを来年はしていきたい

と思いますので計画してください。 

 

（３）講座の学習方法・進め方に対して 

・テキパキとスムーズに進行して頂いてありがた

かったです。初めてでも大変親切・ていねいに応

対・指導して下さり感謝して居ります。 

・コロナ禍のため休講が多く残念。 

・コロナ禍でいろいろ不都合の中気遣いをいただ

いて感謝いたします。 

・先生が家まで何回か見に来て頂いてすごく助か

りました。 

 

６．課題 

（１）講座 

①菊の運搬 

 令和２年度に蔵敷公民館で開催した時の菊の高

さ１.７ｍ程度を想定でしていましたが、受講者の

何人かは２ｍ近く成長していたため、ワンボック

スカーに乗るものは良いのですが、乗らないもの

については、風よけのないごみ対策課のダンプを

借りて展示する前に折らないように気を使い慎重

に運搬しました。 

 車の運転ができない職員が配属された場合には

継続が困難になると思います。 

 

   図４ ごみ対策課のダンプの写真 

②講座の実践 

 菊を上手く育てるには講座で習った菊の育て方

を実践しなくては上手く育てられません。 

 講座受講者には菊花展示会に２鉢の出品を依頼

しましたが残念なことに出品できなかった方が１

名、１鉢の方が１名いました。 

 自宅で育てている時のフォローアップの仕組み

を考えておく必要があると思います。 

③菊花展示会 

大変良

い
良い 普通 悪い 無記入

回答数 49 15 1 1 2

49

15
1 1 2

0

20

40

60

菊花展示会の評価
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 アンケートにもありましたが受講者のコメント

作成は、良いことだと思っていましたが、時間の

関係から実施できませんでした。 

 コメント作成は課題として残りました。 

 また、例年、市役所で行っている菊花展（菊花

展示会と比べると会場スペースだけでも３倍以上

あります）と勘違いをされている見学者が多く、

アンケート結果にも表れていました。 

 講座の成果発表会であることのＰＲが不足して

いました。 

④講師謝礼 

 以前であれば、講師謝礼の支払いができる内容

の講座です。 

 財政課の要望や講師謝礼が無いと講座ができな

いという理由で講座を実施しない公民館があると

思い、創意工夫をすればできるというところを見

せたくて、講師にお願いして、講師謝礼の支出が

ない講座を実施しました。 

 しかし、講座が終わってみて、果たして、これ

で本当に良かったのか、疑問が残りました。 

 講師に対しての申し訳なさ、講師謝礼の支出が

無かったとしても講座ができるということは、財

政課に更なる予算の削減の理由ができてしまった

のではないか。 

 また、講座を実施しなければ、職員は必要ない

と思われ、職員数を削減する理由になるのではな

いか。 

 どちらにしろ、公民館としては更なる悪循環に

陥ってしまったのではないかと考えています。 

 そう遠くない将来、図書館と同じように民間委

託になるのではないかと思っています。 

 

（２）緊急事態宣言 

①会場確保 

 緊急事態宣言の延長の発表が急であることから

２か月以上前なら優先的に公民館の学習室を確保

することができるのですが、それより直近の場合

は、抽選申込みか予約されていない学習室を使用

するしかなく、会場確保に課題が残りました。 

 また、201 学習室（定員 30人、49 ㎡）で菊の植

え替え作業を行いましたが、作業スペースの関係

からぶつかって、他人の菊を折ってしまうなど、

想定以上に作業スペースをとることから 101 学習

室（定員 90 人、96㎡）の広さが必要でした。 

②変更連絡 

 講師との日程調整は当然ですが受講者全員に日

程の変更の連絡を電話や手紙などで行っていたた

め、たびたびの緊急事態宣言の延長に伴い何度も

変更の連絡をするのが大変でした。 

 メール、ＦＡＸ、連絡網を作るなどの連絡手段

を考えておけばよかったかと思います。 

③質疑 

 パレートの法則ではないですが、質問者の質問

の多くは質問者以外の方も聞きたい内容であるこ

とが多いと考えています。 

 例えば、今回は菊の病気が発生しなくとも発生

した方の質問の回答を聞いていれば、菊の病気が

発生した時に対応できる可能性が高くなります。 

 しかし、今回、質疑の多くが講師に受講者が個

別に電話など直接聞く方法が多く、他の受講者の

質疑に対して共有することができなかったことか

ら質疑の方法について、課題が残りました。 

 

７．講座の展開 

（１）講座の特徴 

 菊づくりの楽しさ、奥深さを学び、自分で育て

た菊を菊花展示会に出品することで多くの人たち

を楽しませ、見学者の声を聞くことができます。 

 あわせて、講座参加者以外の人たちにも菊づく

りの魅力を伝えることができるところです。 

 菊花展示会の期間中、受講者に当番制で午前９

時から 10 時の間、菊への水やりと見学者へのア

ンケート依頼をお願いし、見学者と楽しそうに話

をしている姿や見学者に褒められている受講者を

見ているとこちらも嬉しくなりました。 

 また、アンケートの中には○○さんの菊が「ス

テキ」「好き」など具体的に受講者の名前が書いて

ある物もあり、名前の書かれている受講者には大

変、励みになったと思います。 

 

（２）今後の取組 

①グループ化 
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 当市の公民館ではグループ化することを一つの

目標にしています。 

 今回、グループ化の希望者が多かったことから

令和４年２月 17 日にグループ化に向けた会議を

開き、グループ化への手助けを行います。 

 今年度、３年目になる私ですが、他館を含め、

グループ化できる講座は少ないことから公民館の

目標であるグループ化できることは良い成果にな

ると考えています。 

②菊花展示会 

 菊の運搬の課題はありますが、蔵敷公民館で継

続的な開催ができれば良いと考えています。  

 理由は、蔵敷公民館の知名度が低いからです。 

 主催講座の募集の際に蔵敷公民館の場所を尋ね

られるなど、知らない方や利用したことのない市

民が多いことから事業を実施することで、蔵敷公

民館のＰＲや利用するきっかけづくりになると考

えています。 

 この菊花展示会を開催するにあたっては、特別

な予算を必要としない上にアンケート回答者以上

に見学者が多く、今後できる予定のグループの発

表の場を確保することができ、継続的に蔵敷公民

館を利用してもらえると考えています。 

③講座の継続 

 緊急事態宣発出の関係から予定していた内容の

講座ができなかったことや講座の参加者や菊花展

示会の見学者から来年度も引き続き同講座の開催

を希望する声があり、講座の開催を検討したいと

考えています。 

 しかし、市の事業仕分けの中で講座の廃止や縮

小、職員人件費がかかるという理由から講座の回

数の削減まで求められていることから継続して実

施できるかは不透明です。 

 仮に講座を継続して実施できた場合には、今回

の受講者で希望する方に講座のアシスタントにな

ってもらい、公民館との関わりを持ち続けられれ

ば良いと考えています。 

④オープンガーデン 

 菊花展示会終了後、受講者には育てた菊を道路

から見える位置に置いてもらうようにお願いし、

実際に駐車場や玄関に置いたあるところを見ると、

とても綺麗で街の雰囲気も変わります。 

 受講者からは通りがかりの人たちから声を掛け

られるようになり、「素敵」「綺麗」「散歩コースに

している」などと言われていると話を聞き、東大

和市住宅マスタープラン（住生活基本計画）（平成

25 年 3 月）第４章で推進する施策に計画されてい

るが実現には至っていないオープンガーデンがで

きるのではないかと思いました。 

 自宅の庭であれば、菊の運搬の問題もなく、期

間限定で菊を育てている家を結び、ウォーキング

マップの作成や期間限定のツアーなど講座以外で

新しいことができるのではないかと考えています。 

 

８．おわりに 

 アンケート結果や市の広報の取材を受けるなど

評判の良い講座になりました。 

 講座の目的としていた「菊づくり」という趣味

を始めるきっかけを提供したことで、継続して菊

を育てていく方ができ、更にグループ化によって、

仲間づくりにも寄与できたのではないのかと考え

ています。 

 さらに、菊の運搬という課題はありますが、蔵

敷公民館で菊花展を開催するにあたって、グルー

プ化によって出品者や協力者の確保もできたと思

っています。 

 多分、蔵敷公民館のロビーの広さでは、多過ぎ

る菊が集まるのではないかと思います。 

 講座を振り返り、講座の目的を達成することが

できたと考えています。 

 これも、講師の人柄、講師宅での指導、受講者

へのフォローなど講師に恵まれたお陰です。 

 また、受講者にも恵まれ、菊花展示会の時に軽

トラックを出しくれる方、お手伝いをしてくれる

方など協力的な方が多く助かりました。 

 私自身、公民館職員としてはまだ新参者ですが、

引き続き学び場の提供、人々が集まる企画、色々

な方と連携できる事業をしていきたいと考えてい

ます。 

 コロナ禍、思いどおりに講座や事業ができない

からこそ、改めて、公民館職員として、やること

をやらなければならない時期だと考えています。 
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 コミュニティ学習支援コーディネーター養成講

座を受講して、頭の中ではイメージができるので

すが、文字にすることの難しさ、他の人たちの文

章を読み、話を聴き、自分の取組について話をす

ることで、改めて、講座を振り返り、わかりやす

く説明するために整理し考え、文字にして残すこ

との大事さを学びました。 

 チコちゃんに叱られるような生き方をしている

私にとっては、良い機会になりました。 

 コロナを理由に事業をしないのではなく。 

 これからも自分は、自分の責務を全うしたいと

考えています。
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地域課題講座「人権から学ぶ多文化共生社会」を通して学んだこと 

 

木村依純（昭島市公民館） 

 

はじめに 

 私は令和２年４月に新卒で昭島市に入庁し、公

民館へと配属されました。配属当初、新型コロナ

ウィルスが流行り始めたときだったので、通常 1

週間かけて行う新任研修も半日に短縮され、配属

されてからもしばらくは休館が続き、１日おきに

自宅勤務となることもありました。１年目には上

司や先輩職員に教わりながら、講座の企画から運

営までどのように進めていくのか、その他公民館

事務に関して学び、補助を受けながらも自分で講

座を企画・運営もしてきました。２年目の現在、

まだ経験出来ていない事業もありますが、公民館

で行う事業をほとんど経験することができ、やっ

と各事業の雰囲気が分かったような気がしていま

す。 

私が勤めている昭島市公民館は KOTORI ホール

（市民会館）と併設しており、青梅線昭島駅から

徒歩７分程度の位置にあります。市内に公民館施

設はこの 1館しかなく、係長を含め６名の職員で

障がい者学級、歴史文化セミナーなどの市民講

座、市民大学、地域公民館事業、自主市民講座や

その他市民文化祭など年間約 20 程度の事業を行

っています。 

私は配属されるまで公民館という場所に行った

ことがなく、自分の趣味や町内会の集まりなどの

ために部屋を借りる、貸館施設のイメージを強く

持っていました。実際に働いていく中で、貸館業

務だけではなく生涯学習の場であり、そのための

講座などを行っているということ、公民館には

人々が「集う場・学ぶ場・つなぐ場」という役割

があるということを知りました。私自身、公民館

事業を担当するうちに多くの方と関わりを持った

り、講座の参加者同士でつながっているのを見た

りとイメージが一変したとともに、公民館という

場所の重要性をひしひしと感じています。 

 

１．担当してきた事業 

 公民館に配属されてからの１年半で、様々な事

業に携わってきました。その中でいくつか紹介を

したいと思います。 

①歴史文化セミナー 

 現代社会における歴史的諸問題を取り上げ、こ

れからの豊かな市民生活を考える機会として開設

している講座です。私が担当した際は「妖怪にみ

る時代の変化」をテーマに開催しました。 

②春休み親子教室 

 若い世代の公民館利用を増やすために、小学生

向けの講座も企画しています。私が担当をした際

は「宝石せっけん」を作りました。 

③市民大学 

 市民大学は生涯学習の一環として２年間を通し

て行っているものです。１年次には一般教養と現

代的課題に対する基礎知識の学習を講義形式で学

び、２年次には歴史や福祉などのコースに分かれ

てゼミナール形式でチューター指導の下学習をし

ます。平成 14年から始まり、現在は第 10 期の１

年次学習を進めていますが、多くの方とコミュニ

ケーションを取ることができ、非常に良い機会だ

と感じています。 

④自主市民講座 

 自主市民講座は講座の企画・運営を市民グルー

プ自らが行い、一般市民を対象に開催している講

座です。公民館はそのための会場確保や講師謝礼

の支払いなどを行っています。 

 他にも単発の講座など様々な事業に関わってき

ました。 

 

２．実践の振り返り 

 前項で担当してきた事業をいくつか挙げてきま

したが、この項では今までの担当事業の中で特に

自分の成長につながったと感じる講座について振

り返っていこうと思います。 
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（１）地域課題講座「人権から学ぶ多文化共生

社会」 

①講座の概要 

昭島市公民館では様々な講座を行っています

が、その中に市立会館などの公民館以外の施設を

利用して講座を開設する地域公民館事業というも

のがあります。この事業は、市民が身近な場所で

公民館事業に参加する機会を提供することを目的

としており、公民館以外の公共施設で開催してい

ます。地域課題講座は、その地域公民館事業の中

の１つで、昭島市に関わらず地域課題と呼ばれる

ものをテーマにした、概ね４回程度の講座です。

今までには日本に生息する外来生物の種類やその

問題点に関する講座や、AI・宇宙科学などの日本

の科学技術に関する講座など様々なテーマで行わ

れてきました。 

 私が担当をした際は「人権から学ぶ多文化共生

社会」と題し、企画を進めていきました。全４回

の講座を毎週土曜日に設定し、令和３年２月から

３月にかけて開催をしました。内容は以下の通り

です。 

第１回 人権とは 外国人の人権問題 

第２回 異文化を知ろう 

第３回 異文化交流（タイ料理作り） 

第４回 多文化共生を目指して 

定員は 20名に設定しましたが、結果的には 15

名の参加者が集まりました。１、２、４回目は講

義とグループワークを交えた形式で行い、３回目

には交流を深めるため在日タイ人の方を講師に迎

え、タイ料理を作って食べました。参加者の中に

は学校で外国人の子どもと接している方など様々

な方が集まり、色々な話を聞くことが出来まし

た。また、私自身、上司の補助を受けながらも自

主的に企画から運営まで進めた初めての講座だっ

たため大変勉強になりました。 

②講座開設のきっかけ 

講座開設のきっかけはひょんなことだったと思

います。「地域課題講座」と言われ、そもそも地

域課題とはどんなことなのか全くわからなかった

私はインターネットで「日本 課題」と調べ、テ

ーマを探しました。AI問題や空き家問題など

様々な日本の今後の課題が出てくる中、目につい

たのが「外国人移住者・労働者」の課題でした。 

私は母が中国出身のため、小さいころから２つ

の国の文化に触れてきました。幼少の頃にはよく

中国には行っており「のどが渇いて買ってもらっ

た水が、甘かった」など日本の文化との違いに驚

きました。どの国の文化にもたくさんの良いとこ

ろがあります。身近に外国人との関わりがない人

でも公民館の講座をきっかけに他文化に触れても

らい、その良さを知ってもらいたいと思ったので

す。また、日本への外国人旅行者や移住者の増

加、東京オリンピックの延期が決まったというこ

とから、今だからこそ多文化共生について考える

機会が必要なのではと感じました。この２つの理

由から「多文化共生」をテーマに企画を進めるこ

とにしました。 

 「人権から」考えるということにしたのは、こ

の講座のきっかけとなった外国人労働者の問題や

ヘイトスピーチなどで日本に住んでいる外国人の

人権が脅かされていると知ったからです。人権と

いう言葉は聞いただけでも難しそうと考えてしま

いますが、人間誰しもが持っている権利です。そ

の人権に多文化共生という課題を通して触れても

らえればと企画し、案を提出しました。 

 

（２）講座企画から開設までの経緯 

①企画案の修正 

 私が元々企画したものは１、２回目に外国人の

人権問題を学び、３回目に外国にはどのような文

化があるのか、４回目に多文化共生に向けた課題

を学ぶといったような「これでいこう」と言える

ようなものではありませんでした。全ての回が座

学で自分でもつまらないなと感じたため、上司に

見てもらったところ「座学ではなく、交流ができ

る場としてみんなで料理を作る回を入れてみては

どうか」など沢山の助言をいただきました。その

助言を受けて、第３回目に食に関する異文化を知

るとして参加者でタイ料理を作って食べるという
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ことを織り込みました。新型コロナウィルスのこ

ともあり、この時期に調理実習を行っても良いの

だろうかと悩みましたが、異文化を知る上で食が

１番身近で分かりやすく触れやすいと感じ、感染

症対策を十分に取り入れたうえで第３回目に組み

込みました。その他にも多少の修正を行い、最終

的に前述の表の内容で開催することになりまし

た。 

②講演会への参加 

この講座を企画し内容が決まったというものの

講師の選定などなかなか講座のビジョンが掴めず

にいたとき、ちょうど東京都から外国人の人権に

関する研修の案内が届きました。普段はあまり研

修の案内を見ることはないのですが、こんなにも

タイムリー（私にとって）なことがあるのか？と

驚きつつ、早速上司と参加を決め、申込みまし

た。 

講演会の内容は、「外国人」にとっての不平等

や差別、それに対する条例や規約、多文化共生社

会における「共に生きる」とはどういうことなの

かといったものでした。この講演会に参加して、

外国人が日本に住む中で受ける不平等や私たちが

共に生きていくためには何が必要なのかを詳細に

学ぶことができ、各回の細かい内容など講座全体

のビジョンがやっと見えたような気がします。 

③講師の依頼 

 多文化共生に関して外国人の人権問題を交えて

話ができる講師をと考えていましたがなかなか決

まらず、前述の講演会を申し込む際に担当の方に

「講師を紹介していただけないか」とご相談させ

ていただきました。都の担当者の方も快諾して下

さり、東京都近郊に自宅があり、下町生まれなの

で馬が合えばいろいろなお話をしてくれるのでは

ないかと１人の講師の方をご紹介いただきまし

た。早速いただいたメールアドレスに依頼をした

のですが、その際にまさかのことが分かりまし

た。先生は現在、石川県の大学で教授をしてお

り、自宅も石川県にあるため調理実習を除いた３

回のうち１回しか講師が出来ないということで

す。私としては３回共にその先生にお話をしてい

ただくつもりだったのでどうしようと悩みまし

た。すぐさま上司に相談をすると「ここからまた

別の講師を探すというより、先生のお知り合いの

方にお願いした方が話の繋がりがあって、聞く側

も分かりやすいと思うから紹介してもらってはど

うか」というアドバイスをいただきました。私は

講座の内容がすでに決まっているものなので、内

容に沿った話の出来る講師でなくてはならないと

ずっと思っていましたが、この返答には納得をし

ました。ずっと講座内容にこだわっていた私です

が、この時初めて講座の内容だけでなく各回の繋

がりや参加者の視点での聞きやすさということを

意識しはじめました。そしてその先生の他に２人

の講師をご紹介いただき、無事に調理実習を除い

た３回分の講師が決まりました。 

 第３回目、調理実習の講師ですが、こちらも難

航しました。そもそもまずどこの国の料理にする

のか、コアな料理すぎても参加者の得意不得意が

あるかなと思い、「珍しいけど、日本にも専門店

がある」国の料理にしようと考えました。調理の

学校の講師や昭島市内の料理店などを考えました

が、なかなか決まらず、最終的には私の両親の知

り合いのタイ人の方にお願いすることになりまし

た。私も小さいころからお世話になっている方

で、講師のお願いをしたところ、よく近所の方と

集まって料理を作っているとのことで、すぐに了

承していただきました。 

このような経緯で全４回分の講師が決まりまし

た。 

④コロナ禍での打ち合わせ 

 全４回分の講師が決まりメールでのやり取りだ

けではなく、打ち合わせをしようと講師の方々に

持ち掛けたのですが、ちょうどこの時期は東京都

でも新型コロナウィルスの新規感染者数が 1000

人を超える勢いだったので３回目以外の講師の方

とはオンライン（ZOOM）で打ち合わせを行うこと

になりました。昭島市公民館には Wi-Fi 環境が整

っておらず、普段業務で使用しているパソコンも

ZOOM などのシステムが使用できません。そのた

め、公民館にある別のパソコンを使用しました

が、これは元々オンライン会議用ではなく、講座

でパワーポイントをプロジェクターに映すために
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用意していたものなのでそこまでのスペックもあ

りません。そのためタイムラグや声が途切れるな

どオンラインならではのトラブルもありました

が、なんとか全員と打ち合わせをすることが出来

ました。オンラインでの打ち合わせは移動時間を

考えることなく開催出来るので大変便利でした

が、タイムラグがある中での会話はテンポ感が難

しく、直接会って話すことの良さを改めて実感し

ました。 

 講師の先生方との打ち合わせを終え、その他諸

準備も進め、参加者を募るまでに至りました。 

 

（３）講座当日に向けて 

①講師と会場をオンラインで繋ぐ（第１回目） 

 講座に向けた準備が終わりひと段落着いた頃に

第１回目の講師の方から「コロナの感染者が増

え、大学から首都圏に行くのを控えるようにと言

われてしまったので、そちらに直接行けなくなっ

てしまった。オンラインでの開催はできないか」

との連絡が入りました。公民館では講座をオンラ

インで開催したことはなく、端末もない、開催場

所には Wi-Fi 環境がないと私は焦りました。しか

し、開催直前に別の講師を探すことも不可能で

す。上司と相談の上、このままオンラインで開催

するしかないと、市の情報推進課に Web 会議用の

ノートパソコンとポケット Wi-Fi を借りることに

しました。 

開催手法としては参加者には１つの会場に集ま

ってもらい、石川県の講師と昭島市の会場をつな

ぐという簡単なものです。参加者個人の端末を使

って自宅で受講をしてもらうということも考えま

したが、通信料がかかってしまうことや参加者の

中にはインターネットに接続できる端末自体を持

っていない方もいるのではないかということでこ

のような手法になりました。 

講座当日、借りたパソコンとプロジェクターを

つなぎ、その他会場の設営と準備は完璧でした。

Web 会議用の設備しかなくカメラはパソコンに内

蔵されているもののみで、先生には会場の様子が

見にくくなってしまい申し訳ない気持ちでいっぱ

いでした。講座が始まり途中まで特に問題なく進

めていたのですが、その後、定期的に映像が止ま

るようになってしまったのです。回線が原因なの

ではと考えられましたが、私もどのようにすれば

改善されるのかは分からず、結局そのまま最後ま

で講座を進めました。 

講座終了後、参加者の方に「初の試みで良かっ

た」、「初のオンライン講座頑張ったね」と言って

いただけましたが、私としては事前に同じ状況で

１度テストをしていれば対応を変えられたと、オ

ンラインでの講座に対する課題を感じました。 

②コロナ禍での調理実習（第３回目） 

 ２回目も無事に終了し、第３回目の調理実習に

向けて準備を進めていきました。コロナ禍に調理

実習をやってもいいのかと思いましたが、参加者

同士の交流ができるということと食が１番異文化

を知るのに分かりやすいと感じ、実施をしまし

た。このような時期なので、こまめな手洗い、ア

ルコールでの手指や調理器具の消毒、調理中や会

話時のマスク着用など、参加者の皆さんにもご協

力いただきました。 

 講座で作った料理は「パッタイ」というタイの

屋台などで提供されるライスヌードルを使ったタ

イ風焼きそばです。東南アジアの食は独特な味だ

と思っていましたが、厚揚げなども入っていて、

どこか日本食に似ており、今では我が家でもよく

食卓に並ぶくらいとてもおいしかったです。講座

中は、第１回、第２回でグループワークを行って

いたこともあり、終始和気あいあいと料理を作っ

ていました。「日本の食に似たようなものが使わ

れていて親近感を持った」、「みんなで作って食べ

ることが出来て楽しかった」などの感想もいただ

き、無事に３回目を終えることが出来ました。 

 ここでは２回目、４回目は省略としますが、こ

のような経緯で、無事に全４回の講座が終了しま

した。 

 

（４）講座の振り返りから見えてきた課題 

 ここまでで地域課題講座に関して振り返りをし

てきましたが、その中で見えてきた課題について

あげていきます。 

①オンラインでの講座の対応 
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 前述の通り第１回目はオンラインで行い、講座

の途中から定期的に映像が止まってしまうように

なりました。回線が原因だと思われますが、事前

に本番と同じ状況でテストをしていればもう少し

対応を変えられたのではと思います。開催前ギリ

ギリだったとはいえ、そこを怠るべきではありま

せんでした。 

②広報力の弱さ、外国人の参加を促すことの難し

さ 

 この講座の定員は 20名のところ、最終的な参

加者は 15名でした。以前から「広報力が弱い」

ということは色々な方々から言われていました

が、どの講座も市内の公共施設にチラシを置いて

もらったり、市報や公民館だよりに掲載したりと

いうことに留まっていました。現在の方法では公

民館によく来られる方をメインに広報をしている

ため、各講座のターゲット層がよく行く場所にチ

ラシの設置を協力してもらうなど自らが進んで動

いていく必要があると感じました。 

 また、今回の講座は市内に住む外国人の方にも

来ていただいて交流をし、繋がりが出来ればと考

えていました。そのため、市内の別の公共施設の

職員の方に日本語教室をやる際に参加者にチラシ

を配ってもらったり、公民館を利用している外国

人の団体に声をかけてチラシを配ったりしました

が、１人も参加には至りませんでした。今までは

「人権から学ぶ」というテーマが難しいと感じら

れてしまったのかなどと思っていましたが、今回

の CLC 講座に参加している留学生の方に「自分に

は自分の文化があると思っている」と言われ、ハ

ッとしました。この講座では多文化共生をテーマ

とし、外国の文化について学びました。確かに日

本人にとってはどの話題も異文化理解、多文化共

生についてですが、外国人にとってはそうではな

いのだと今更ながら気が付きました。講座を企画

する際は、どんな人に来てもらいたいのか、その

人は何を学びたいのかを考えて企画していくこと

が大切だと学ぶことができました。 

 

（５）この講座を通して学んだこと、この講座

の今後について 

 今回の講座では様々な文化や価値観、宗教観に

ついて学ぶことができ、内容としては良かったと

思っています。参加者の皆様にも、「共生社会へ

の導入として参考になった」や「これから絶対に

やってくる多文化共生時代の学習・情報は必要で

あるため学ぶことができてよかった」などのお声

をいただきました。私自身も世界にはこんな文化

があるのかと初めて知ることが多くすごくワクワ

クしながら講義を聞いたのと同時に、宗教などに

関して知らないうちにニュースなどで偏見を持っ

ていたのかもしれないとも感じました。多文化共

生社会へ向けて、他文化や宗教を知ろうとするこ

と、学ぼうとすることが大切であり、その上で理

解をする必要があると講座を通して思いました。 

この講座をここまでスムーズに進めることがで

きたのはひとえに、上司や先輩職員はもちろん講

師の方々や参加者のご協力のおかげです。企画か

ら運営まで進めていくのは自分でも、その間に多

くの方が関わって講座ができているのだと改めて

感じました。 

 また、この講座の最終回アンケートに「また多

文化共生の講座を公民館で開催するとしたら参加

したいですか？」という項目を入れたところ、最

終回に参加して下さった方、全員が「参加した

い」との回答をしてくださいました。現在、講座

開催から１年が経とうとしていますが、上司に

「来年度にこの講座の第２弾をやってみないか」

とのお話もいただいています。何をやるかはまだ

何も考えていませんが、今回の講座の講師と参加

者に声をかけ、一緒に講座の企画をしていけたら

と考えています。この講座での反省も活かし、よ

り良い講座を一緒に作っていきたいです。 

 

おわりに 

 今回この CLC 講座に参加し、講座の振り返りを

していく中で、普段どれだけ自分が深く考えずに

講座を企画していたのかが分かりました。今まで

は日常業務を覚えていくことに精一杯で、どのよ

うな目標があって企画をしたのか、公民館職員と

して何を提供したいのかなど考えずに企画をして

いました。今回の振り返りや様々な立場の方から
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実践の話を聞いて、生涯学習を提供していく身と

して、改めて考えていかなければならないと思い

ました。 

 また、最近では新型コロナウィルスの影響もあ

り、公民館での講座の形態も変化しつつありま

す。時代による変化にも対応をしつつ、公民館の

役割である、人々が「集う場、学ぶ場、つなぐ

場」ということを意識し、利用者の皆さんにより

良い生涯学習の機会を提供できるようにこれから

も日々精進していきたいと思います。
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誰かの「好きなことを学びたい」が集まる場所 

～自分の体験と講座「公民館まんがクラブ」実施を振り返って～ 

宮道 景子（日野市中央公民館） 

 

はじめに 

私は 2020 年 4 月 1 日に日野市役所へ入庁しま

した。華々しい社会人デビューを夢見ていたとこ

ろに蔓延し始めた新型コロナウイルス。未曾有の

事態に本来は市長から交付されるはずの辞令は机

の上に寂しく置かれていました。座席に腰を下ろ

した私は前の座席に置かれている辞令と比べ、違

和感に気付きました。私への辞令が 2枚あったの

です。1 枚は教育委員会への出向、もう 1 枚は配

属先が中央公民館であることでした。それが、私

と日野市中央公民館の出会いでした。 

本稿では、私が公民館とはどのような場所であ

るのかを知ることとなったいくつかの体験をもと

に 2020 年（令和 2 年）を振り返り、2021 年（令

和 3年）に行った講座「公民館まんがクラブ」を

振り返り、現在の私が認識する公民館で担う役割

について省察していきたいと思います。 

 

１．公民館で過ごした公務員 1年目 

（１）史上初の緊急事態宣言下での公民館で 

私は大学の専攻の関係で生涯学習分野とは非常

に距離が近く、知識も人並みにありましたが、公

民館といえば「高齢者の集いの場で、新参者は近

寄りがたい」というイメージが先行してしまい、

こんな若輩者を受け入れてくれるのか不安で仕方

なかったのを記憶しています。ですが紙一枚の辞

令で動かなければならないのが公務員の運命なの

で、受け入れるしかないと覚悟したことと、研修

初日に所属長への電話挨拶で優しく対応してくだ

さったことが私の不安を和らげてくれました。 

新人職員研修も新型コロナウイルスの影響を受

け、火曜日午前に行う研修が取りやめられ、火曜

日の朝にそれぞれの配属先に着任することが月曜

日に決定されました。翌日、公民館に足を踏み入

れると先にいた職員に「誰！？」と驚かれてしま

いました。日野市中央公民館は月曜日が休館日と

なっているため、人事部署の決定が伝わっていな

かったのです。突然のことに目を丸くしつつも皆

さんは笑顔で受け入れてくださいました。朝礼を

終えて辺りを見回すと利用者の気配がなく、静か

でした。当時の館長をはじめ、職員は口をそろえ

て言います。 

「いつもなら人の活気があるんだけどね」 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、2

月頃から日野市中央公民館では講座の中止・延期、

利用自粛を呼び掛けていたため、賑わうはずの公

民館はただ閑古鳥が鳴くばかりでした。 

はじめての配属先で行ったはじめての仕事は、

緊急事態宣言発出に伴う公民館臨時休館のお知ら

せ作りとそのお知らせを日野市中央公民館公式

Twitter アカウント（＠hino_kouminkan）にツイ

ートすることでした。 

しばらくして臨時休館の延長が決定し、私は利

用者の方へ電話することになりました。会ったこ

とのない人たちに休館延長を知らせることは不安

でした。そんな様子の私に気付いたのか、職員の

方が「ウチに来る人は皆優しいから大丈夫だよ」

と教えてくださいました。いざ電話をかけると、

受話器越しの皆さんは言われた通りとても優しい

声でした。「頑張ってね」「ご苦労様」と励ましを

いただくこともあり、皆さんの優しさが身に染み

ました。 

休館中は 2班編成に分かれて業務を行っていま

した。そのうちの何日かは関係部署から応援要請

があり、公民館の業務よりもそちらの業務内容を

早く覚えてしまったこともありました。 

私はその中で、勉強の日々を送っていました。 

日野市公民館では第 2 次日野市公民館基本構

想・基本計画が策定され、令和 2年度はちょうど

その 1年目にあたる年でした。新しい計画の元、

さぁ活動をはじめよう！というときに新型コロナ

ウイルス感染症の出現。出鼻をくじかれる、とは
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まさにこのことと、策定に関わった職員は悔しそ

うでした。 

「これを読めば日野市の公民館のことが分かる

よ。しっかり読み込んでね」とテレワーク用に 1

冊手渡されました。 

また、「田んぼの学校」という農体験を通した環

境保全などを学ぶ事業の籾まきに参加しました。

本来ならばこの籾まきから申込者が参加するので

すが、緊急事態宣言中ということで、田んぼの学

校役員と担当だけで行いました。教えられた撒き

方から少しでも偏ると「そこ違うよ！指の形はこ

うだよ！」と厳しいチェックが入りました。作業

中は顔が険しい役員の方々も終わればにこやかな

顔をされていました。別れ際、「田植えが皆ででき

るといいね」と仰っていました。 

籾撒きを終えた 4月下旬、公民館に大きな板が

やってきました。使い道を考えた結果、田んぼの

学校の看板にしよう！ということになり、私はデ

ザインを任されました。その看板は現在も田んぼ

の学校南平会場で飾られています。京王線を新宿

方面に向かう途中、南平駅に入る前に見ることが

できます。 

 

（２）活動再開 

５月下旬に緊急事態宣言が解除されることが決

まると、どのような感染リスクがあるのか洗い出

しを行いました。先にも述べた通り、私は実際に

利用されている姿を見たことがなかったので、過

去の記録写真をもとにイメージしながら、各貸出

部屋を回りました。6 月 2 日から開館し、徐々に

利用者の皆さんが戻られるようになりました。再

開後初めて利用されるサークルには、活動を始め

る前に職員が洗い出したリスクを元に作成した注

意事項を説明に上がりました。 

利用者の皆さんはにこやかに事務室の前を挨拶

しながら通り過ぎていきます。そのうち、音楽系

サークルの演奏が 2 階から、1 階からは利用者の

皆さんのお喋りする音が聞こえてきました。 

当時の館長が私に教えてくださいました。 

「これが公民館の音だよ」 

 

（３）ある陶芸サークルの方のつぶやき 

私は公民館にある陶芸窯の使用管理担当を行っ

ており、その関係で陶芸サークルの方と交流をし

ています。私によく声をかけてくださる方は、公

民館歴 20 年を超えるベテランの方。公民館まつ

りの役員になるなど積極的に公民館事業に参加さ

れる方で、新人の私にも気さくに声をかけてくだ

さいます。 

その方は公民館再開後の会話の中で、「公民館が

再開してくれてよかった。ここは皆が学べる場所

なのよ。好きなものが同じ人が集まって、粘土を

こねながら色々なことを話して楽しむ。休館中は

それができなくて寂しかったのよ」 

そう笑う姿は 1年経った今でも記憶に残ってい

ます。              

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

（４）初めての担当講座で出会った方の一言 

私がはじめて担当した講座は、日野市中央公民

館を拠点として活動するお囃子サークルが講師と

なって行う子ども向けの体験講座でした。 

私と同世代の方々が講師となって、お囃子の起

源や楽器の説明、太鼓の叩き方などを教えている

姿が印象的でした。講座内容の打ち合わせなどを

通して、お囃子サークルの方々とよく話すように

なり、会長さんからの「公民館は私たちのもう一

つの家なんです」という言葉が印象的でした。 

お囃子サークルの方々は幼少期から活動されて

いる方もおり、人生の大部分が公民館と関わって

います。まさしく公民館とは、「もう一つの家」な

のでしょう。体験講座終了後、参加者が何名か入

会したことを教えてくださいました。 

 

（５）気づかせてくれた、ある職員の言葉 

公民館に配属されて半年が経った頃、ある職員

の方が教えてくださいました。 

「ウチは市内の他の施設と違って、ただ部屋を

貸し出ししているだけのところじゃない。学びた

いと思う人を支えてあげる、背中を押してあげる

場所なんだよ」 

私はそれまでの利用者との出会いや経験から、

公民館配属前に持っていた「公民館は高齢者の集
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いの場」という先入観はいつの間にか遠くの彼方

に消え去っていました。もちろん、その時職員の

方が仰られた意味も少しだけ理解できるようにな

っていました。 

ただ、公民館とはどのような場所なのか。それ

を明確に言語化しようと思っても中々あう言葉が

見つからなかったときにその言葉をいただきまし

た。 

 

（６）私が気付いた、公民館とは？ 

1 年目が終わる頃、私は一つの答えに辿り着き

ました。 

公民館とは自分の好きなことが学べる暖かい場

所である、ということです。 

これは陶芸サークルの方の言葉をきっかけとし

て、利用者と職員の方々が教えてくださいました。

日野市中央公民館を利用される方々は笑顔で事務

室を通り過ぎ、サークルの仲間と談笑しながら帰

っていきます。 

マスク越しで皆さんの笑顔を見ることは難しい

ですが、「目は口程に物を言う」ということわざが

あるように、朗らかな表情をされています。事務

室の対面にある部屋を利用されているサークルの

中には、楽しそうなお喋り声が大きく聞こえるの

で、良い雰囲気だなと感心しつつ、コロナ禍なの

でもう少し声を抑えてほしいなぁとも思ってしま

います。けれども、そんな賑やかさが好きを集め

やすくする由縁ではないかとも考えます。 

 

（７）あるサークルからの激励文 

緊急事態宣言による臨時休館中、将棋サークル

の方から直筆の激励文をいただきました。 

「日野市中央公民館の皆様 

新型コロナウイルスに勝ってください。 

市民・サークルの皆んなが応援してます。 

地域の太陽となり暖かい光を降り注いでくださ

い。これからも暖かく楽しい居場所をお願いしま

す」（原文ママ） 

力強い筆遣いでしたためられていました。 

この紙をいただいた当初はまだ利用者の方との

交流がなく、言葉一つ一つに実感は伴っていませ

んでした。 

1 年経ち、改めて激励文を見返しながら公民館

とはどのような居場所であるかを想像すると、最

初に私が想像していた閉塞感などどこにもなく、

まさしく陽だまりのような暖かい場所だと認識す

るようになりました。現在、この激励文は公民館

談話室に飾られています。 

 

2.公民館まんがクラブ 

 （1）講師との出会い 

それは 2021 年の 3 月のことでした。翌年度の

講座検討をしているときに当時の館長からマンガ

講座をやってみないか？という提案を受けました。

講師は市内在住の元漫画家の方をお迎えする、と

の事でした。私は漫画が大好きで、子どもの頃か

らよく読んでいました。そのうち絵を描くように

なり、一時は本気で漫画家を目指していたほどの

めりこんでいました。 

自分の好きなことを学べるのが公民館職員の魅

力の一つでもあると思っていた私は二つ返事で了

承し、すぐに講師との打ち合わせが行われました。 

講師は企画書を持参され、なぜ漫画講座をやり

たいのかを語ってくださいました。 

「小学校や中学校で絵が好きな友達を見つける

のは中々難しいです。なので、この講座をきっか

けとして、学校の垣根を越えて、絵が好きである

という共通点で交流をしてほしいのです」 

その時私の頭上にピシャン、と雷が落ちました。 

講師が仰られたことは私の身にあまりにも覚え

があるからです。漫画が好きで絵を描いていた私

ですが、小・中学校とも私と同じく絵を描く人を

見つけられませんでした。仲良くしていた人に何

度か絵を見せたことがあっても、それを鼻で笑っ

たり、バカにする人しかいませんでした。その影

響か、今も絵のみならず自分の制作物を他人に見

せるという行為が苦手です。 

講師は小学生の時の私が欲しかったものを持っ

てきてくださったのです。夢を諦めた私ですが、

諦めたからこそ、これからの人に教えられること

があるのではないかと思い、講座を引き受けるこ

ととなりました。その一方で講師は、この講座は
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漫画家を輩出する目的はないとも仰られました。 

いわく、「漫画家はとても狭き門です。ですが、本

講座は学校終わりの部活動のようにわいわい喋り

ながら、同じ好き同士の人が交流できる場所にし

たいのです」とのことで、講座タイトルも「〇〇

講座」のような硬いものではなく、「公民館まんが

クラブ」にしてほしい、と仰られました。 

また、講師紹介する際は「講師」「先生」ではな

く「部長」とするように頼まれました。これはあ

くまでスタイルが「部活」に近いものであるので、

「先生と生徒」ではなく、「部長と部員」というふ

うに近しい関係にしたかったとのことです。 

講師のこのこだわりに、暖かい交流の場が形成

されるのではないかと、早くも私は期待に胸が膨

らみました。 

 

（2）講座募集 

その後新年度に移った後も何度か打ち合わせを

重ね、広報への掲載も決定しました。記事作成に

あたり、イメージ画像があるとより伝わりやすい

との話にもなり、講師が専用イラストを描き下ろ

してくださいました。それをスキャナーにかけた

時の緊張は今も覚えています。記事は広報ひの 6

月 15 日号に掲載されました。その号の公民館か

らの情報はまんがクラブだけでしたので、大きく

掲載していただきました。 

受付簿を作る際に、想定される質問集を作りま

した。その中に、「絵を描くのが苦手なのですが」

という項目を作りました。それに対し、「本講座は

絵が好きであれば誰でも歓迎です」と回答するよ

うに書き入れました。講師がこの講座の目的とす

る「絵が好きな子同士が交流する」が第一にあり

ますが、私自身が子どもに絵が苦手だからといっ

て尻込みしてほしくなかったからです。 

私は小・中学校の経験から、絵を描くことが好

きな自分・漫画が好きな自分は恥ずかしいものだ

と思い込んでいました。その思い込みは大学生に

なってようやく解けたものですが、その期間は長

かったため、今も全面に出すことに抵抗がありま

す。しかし、参加する子どもには、この講座を通

して絵だけではなく、何かを好きでいる自分を恥

ずかしく思うようになってほしくない。何かを好

きでいる自分を誇らしくいてほしい。 

そう願いながら募集開始日を待ちました。 

いざ、蓋を開けてみれば募集開始 5分と経たず

定員に達してしまいました。元々の定員数が少な

かったのも要因の一つですが、キャンセル待ちも

即時満杯、受付終了の旨を電話する数の方が多い

くらいとなり、市の相談部門に「もう一回やって

ほしい」との問い合わせがあるほどでした。この

結果には私も講師も驚きました。それだけ絵が好

きな子が多くいるという何よりの証拠なのでしょ

う。想定した質問は全くなかったらしく、いい意

味で拍子抜けしてしまい、私が受付前にあれこれ

と悩んだことは杞憂に終わったようでした。 

 

（3）講座の経過 

公民館まんがクラブは 6 月 13 日・27 日の全 2

回、どちらも日曜日に行われました。 

参加者は 8名。うち小学校 5年生が 7人と中学

1 年生が 1 人でした。入門編と謳われる今回は、

漫画を描くうえで重要になるキャラクターイラス

トに挑戦します。 

まず第 1回目には、キャラクターイラストがな

ぜ重要なのかという説明と絵描き歌で絵を描くこ

とに慣れる作業からはじまり、描いてみたいキャ

ラクターの下書き、実際の漫画家が使っているつ

けペンで線を描く内容でした。子どもたちは講師

が用意した資料に目を通しながら話を聞き、つけ

ペンを使う作業に入ってからは慣れないペン軸に

苦戦しながらも上手に線を引けていました。 

キャラクターの下書きに入ると、子どもたちは

持ち込んだ漫画を鞄から取り出し、見ながら描き

進めます。そのうちの何人かは机の上に参考の漫

画がなく、つい尋ねてしまいました。 

「誰を描いてるの？」 

「私が考えたキャラクターだよ」 

子どもは元気よく答えてくれました。 

2 回目は 1 回目に下書きしたキャラクターイラ

ストにペン入れ(※つけペンで下書きをなぞるこ

と)をしていきます。1回目から 2回目までの間の

2 週間でつけペンと原稿用紙を持ち帰り、線をな
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ぞる練習をしてもらい、よりつけペンに慣れても

らいました。 

子どもたちは目の前の紙に真剣になっていまし

た。描く体のパーツによってつけるペン先を変え、

部屋にはペン先が紙をなぞる音が響きます。ペン

先についたインクを洗うための水桶は常に真っ黒

になっていました。 

そして参加者全員の作品が完成しました。もち

ろんそれで終わりではなく、それぞれが描いたキ

ャラクターを発表することになりました。発表と

聞いて少し苦そうな顔をする子どももいましたが、

それぞれどんなキャラクターを描いたのか、頑張

ったポイントを大きな声でアピールしていました。

そして発表を終えた子はそのイラストを他の人に

回していきます。これは講師のアイデアで、自分

で頑張ったポイントをアピールしつつ、他の子ど

もから「ここがスゴイ！」と思った部分を付箋に

書いて貼っていきました。 

これを行うことにより、自分では気付けない自

分の癖を知ることができ、他の人のイラストを観

察することでこれからの自分の絵を描くときの参

考になります。更に、お互いを褒め合うことで自

己肯定感を高めることを目指しました。私が参加

者だったら恥ずかしくて逃げ出しそうですが、子

どもたちは細い付箋からはみ出すくらい褒めあっ

ていました。 

最後に、講師から修了証を授与し、講座は幕を

閉じました。この修了証も、最初は講座組み立て

の中に入っていませんでした。講師が「せっかく

参加してくれた子たちに、自分たちはやりきった

という達成感と特別感を持って帰ってもらいたい」

という想いから誕生しました。講座後のアンケー

トでは、全員から「楽しかった！」という感想を

いただきました。講座参加の動機をきくと、「絵が

好きだから」「絵を描くのが好きだから！」が大半

でした。講師の狙った通りだったと思います。 

今後まんがクラブで何をしたいか、と尋ねると

「コピックマルチライナーの使い方を学びたい」

や「ストーリーを作りたい」と、今回のキャラク

ターイラストからステップアップした内容を学び

たいという意見が多かったです。 

(4)講座の反省点 

講座参加者が全員楽しかったという結果で終え

られましたが、反省点が一つありました。 

それは当初の目的である「絵が好きな子ども同

士の交流」が全くできなかったことでした。講座

中、子どもたちは真剣に講師の話や作業に取り組

んでいました。そのため、隣に座っている別の学

校の子と話しながら楽しむ雰囲気作りができなか

ったことです。友達同士で参加している子どもは

近い席に座って喋る姿も見られました。しかし子

どもたちが集中して作業している手を止めさせる

のも憚られ、思うように動けなかったことは講師

も悔やんでいました。 

 

3.講座を通して実感した、「公民館とは」 

 公民館まんがクラブを実施してみて、改めて公

民館とは「学びたいことが学べる場所」という考

えに至りました。 

 当たり前ですが、漫画の描き方は義務教育では

習いません。習得するとなると、漫画を見ながら

模写をしたり、描き方本を買って勉強するしかあ

りません。最近は Youtube などでイラストレータ

ーが描き方動画を投稿されていますし、漫画系の

専門学校もありますが、最初は独学から始まりま

す。そのため、「好きだったけど勉強方法が分から

なくて諦めた」という声をよく聞きます。今回は

漫画という、偶然私が好きなものに出会えたから

このように講座を開くことができました。 

「好きなこと」というのは人の数だけ存在し、そ

れら全てを掬い上げることは不可能に近いです。

それでも私はそのような、「好きだけど、どこで学

べばいいのか分からない」を一つでも多く助けた

いと考えています。 

 公民館講座やサークルは、その内容が好きな人

同士が集まる場所です。そこで出会った人との交

流を通して、更にステップアップできるお手伝い

ができるよう、私は取り組んでいきたいです。 

 

4.終わりに 

面と向かって言われたわけではありませんが、

一度他部署の方から「公民館って窓口部門みたい
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ですね」と言っていたのを耳にしたことがありま

す。その方はちょうど私がその場から抜けたとこ

ろでポロッとこぼしていましたが、私の耳にはっ

きりと届いていました。その方からすれば、利用

部屋の貸出業務からそう思えたようです。なるほ

どそれは外側から見た公民館の姿の一つなのでし

ょう。実際に貸出業務も大切な仕事の一つです。

それでも自分の所属部署をそう言われたのですか

ら、少し思うことはありましたが、冷静になって

みて公民館配属当初の私自身がそうだったように、

公民館への偏ったイメージは根強いことを思い出

しました。 

もちろんそんなイメージ通りのようなことはな

く、一度建物に入れば自由に学べる暖かい場所な

のです。その方に「公民館とは」を説くことがで

きるほどの知識はまだ身につけていませんが、私

がこの 2年で見聞きして感じたことを少しでも多

くの人に知ってもらい、学びたい人が気軽に来ら

れるように私もお手伝いをしていきます。

将棋サークルの激励文 

まんがクラブ修了証 
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経験を講座に活かす 
～学校教育の現場から社会教育の現場へやってきた経験から～ 

三池智（福生市公民館白梅分館） 

 

はじめに 

 実践記録を書くうえで、公民館職員としての経

験が浅い自分が、他の人と同じように担当した講

座の実践記録だけを書いていたのでは、この実践

記録を読んでもその人の心に何も残らないのでは

ないか。そこで、自分しか経験していないことや

その経験が生み出す自分にしかない強みをどう講

座の中に活かしていったのかを考察し、記録に残

していこうと思う。 

 

１．公民館職員になる前 

（１）福生市に採用されるまで 

私は、令和二年四月に福生市の職員として採用

されるまで、小学校、幼稚園の教員として四年間、

学校教育に携わってきた。小学校では、三年半ほ

ど特別支援学級の担任や、算数少人数担当の専科

教員を務めた。幼稚園では四か月という短い時間

ではあったが担任を務めた。この合計約四年間の

学校教育の経験は公民館職員として勤務する現在、

大きな力になっている。 

 

（２）小学校での経験 

 特別支援学級の担任として三年間勤務をした。

もともと特別支援学級を希望していたわけではな

く、最初は戸惑いや不安の方が大きかったのをよ

く覚えている。小学校での経験の中で特に印象に

残っているものをいくつか挙げてみようと思う。 

① 授業 

やはり一番印象に残っている経験は、子ども達

と一緒に毎日積み重ねてきた授業である。授業と

いうのは教科書に書いている内容をそのまま子ど

もに教えればよいという単純なものではない。特

に私が担任していたのは特別支援学級だったので、

授業準備はとにかく大変だった。児童一人一人の

障害や特性に合わせて教材や手立てを変える必要

があるのでよく考えて授業を作り上げていった。

例えば視覚優位の子には、教師からの説明を減ら

してワークシートで完結できるようにしたり、書

くことが苦手な子にはマス目の入ったワークシー

トを用意して書く分量も減らしたり、そもそも字

が書けない子には絵を選んで回答できるワークシ

ートにしたり、色々な工夫をしながら３年間で数

えきれない時間の授業をした。 

② 保護者対応 

特別支援学級というのは、学校と保護者が車の

両輪になって子どものより良い教育について考え

ることがとても重要である。そのため、毎日連絡

帳を通して子どもの情報のキャッチボールを繰り

返した。この経験というのは、特別支援学級なら

ではの経験だと思うが本当に良い経験をすること

ができたと感じているし、印象にも残っている。

毎日の連絡帳でのやりとりの他に、学校で何かあ

った時の電話連絡、保護者会、保護者面談、様々

な場面を通して保護者と情報交換し、一緒に子ど

ものことを考え、信頼関係を築いていった過程は

面倒で憂鬱に感じる時もあったが、逃げずに向き

合うことができた。その結果、保護者と信頼関係

を築くことができた経験は大きな財産になってい

る。 

③ 宿泊行事 

特別支援学級も、高学年になると宿泊行事があ

る。特別支援学級の宿泊行事というのは少し特殊

で自分の学校だけでなく、同じ自治体内にある特

別支援学級を持つ他の小学校も全て一緒に宿泊行

事に行く。私が勤務していた自治体では四校の児

童が集まり、宿泊行事を一緒に実施した。この経

験で得たものは度胸である。二泊三日子どもの命

を預かる度胸、色々な小学校の校長先生や引率の

先生の前でレクリエーションをする度胸、いろい

ろな度胸がこの経験で身に付いたと思う。 

（３）幼稚園での経験 
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 小学校の教員を辞めた後、私立の幼稚園で担任

として勤務した。幼稚園では、四か月という短い

期間ではあったが、講座のヒントとなるような経

験をたくさん積むことができた。 

① 体罰 

私が勤めていた幼稚園は、体罰が問題となりニ

ュースでも話題になったことがある。実際に、そ

の幼稚園の先生が体罰のようなことをしている場

面に遭遇したこともあるが、自分一人の力ではそ

の状況を大きく変えることはできず、上司に事実

を報告することしかできなかった。自分の力不足

で子どもを直接救うことはできなかったかもしれ

ないが、そのような現実が日本でもいくらでも転

がっているのだと知ることができた。ニュースで

聞いたりする体罰や虐待は自分のすぐ近くで起こ

っていることなのだと実感することができた。 

② 絵本 

幼稚園では子どもに対して、毎日読み聞かせを

した。読み聞かせをするたびに、読んでいる自分

が絵本を通して、色々なことを考えさせられると

いう体験を何度もした。活字を読むと眠くなって

しまう自分が本を通してこんなに感動できるのか

と自分の新たな可能性に気づくことができたし、

何よりこの経験を通して前よりも本が好きになっ

たような気がする。 

 

２．採用そして臨時休館 

（１）閉館中 

 そして、また小学校で算数少人数担当教員をし

た後、福生市に採用され公民館の職員として勤務

することになる。 

教員の経験もそうだが、もう一つ自分しか経験

していない、とっておきの経験がある。それは公

民館職員として採用されてすぐに、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大に伴い公民館が休館とな

ったことである。公民館のことを何も知らなかっ

た私は、公民館の仕事はこんな仕事なのかと驚い

た。もちろん先輩の職員には、「コロナ禍だから今

は特殊だ」と聞いていたが、実際に経験していな

いため実感は湧いていなかった。周りの先輩方は

そんな状況でも、公民館に対する熱意のようなも

のをもって仕事しているように見えたので、この

時は内心、どうしてこんな仕事に熱意を注げるの

だろうと考えていた。 

（２）休館していて良かったこと 

 公民館に来てすぐに休館だったことで良かった

こともある。それは、この休館している間に公民

館について書いてある本や、福生の公民館の周年

誌などを読むことができたことである。公民館に

入る前は、公民館という施設について全く知らな

かったし社会教育の意義なんて考えたこともなか

った。だが、この期間を使って公民館について実

践的ではないかもしれないが、基礎的なことは学

ぶことができた。また、先輩方から過去の事業や

講座について話をたくさん聞くことができたのも

良かったと感じている。実際に経験してきた人の

話を聞くことで、利用者との細かいやり取りや、

当日起こったハプニング、それをどうやって解決

したかなど、その人が経験して感じたことをあり

のまま聞くことができた。また、公民館職員のど

んなところにやりがいを感じているのかなども話

を通して知ることができたので、今後の自分自身

のモチベーションにも繋がっていった。 

 

３．担当した講座について 

（１）子どもの権利条約講座 

① 講座概要 

■タイトル 

子どもの権利条約～大人が理解し、子どもと守る

子どもの権利～（全１回） 

■目的 

「子どもの権利条約」ができた経緯、内容、日本

で批准してから子どもを取り巻く環境がどのよう

に変わってきたかについて知り、大人が子どもの

権利について興味をもつこと。 

■募集人数 

10 名 

■講座日程 

令和３年３月 14 日(日) 

午後２時～午後３時 30分 

■会場 

さくら会館 ３階ホール 
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■受講者 

10 名（男２名、女８名。年代は小学生～70代まで

さまざま。市議会議員や教育委員など教育に関す

る有識者が多かった。） 

■講師 

安部芳絵氏（工学院大学 准教授） 

② 企画にいたった経緯 

はじめは上司から、「障がい者差別解消法」と「子

どもの権利条約」に関する講座のどちらかを担当

してほしい旨相談があったことがきっかけとなっ

た。自分としてはどちらの講座でも興味のある内

容であったし、今までの経験を活かすことができ

ると思っていたが、他の職員との調整の結果「子

どもの権利条約」に関する講座を担当することに

なった。具体的に講座の内容を企画する際に、勤

務していた幼稚園での状況を思い浮かべながら、

どうすれば子どもの権利を守ることにつながって

いくかイメージしながら企画することができた。

この時に過去の幼稚園での経験を大いに活かすこ

とができたと思う。 

③ 講師の選定 

結果的には、講師の選定でも自分の経験が活き

ることになる。 

はじめに、卒業した大学の所属していたゼミの

担当教授に連絡をした。この先生は、保育関係の

研究をしている教授だったので、「子どもの権利条

約」についても話してもらえるのではないかと考

えた。しかし、「せっかく公民館で講座をするのな

らもっと専門的に研究している人に話してもらっ

たほうがいいのではないか」と助言をいただき、

「子どもの権利条約」に関して専門的に研究して

いる教授をご紹介していただいた。この先生は、

居住地が福生市から遠く日程も合わなかったため、

また別の先生を紹介していただいた。ここで紹介

していただいた先生に講師をお願いすることにな

った。こうして人のつてを使いながらなんとか講

師を見つけることができた。 

ここで感じたことはとにかく諦めないことの大

事さである。断られたときにただでは引き下がら

ず、「他にご紹介していただける先生はいらっしゃ

いますか」と聞いてみたことで今回お世話になっ

た先生までたどりつくことができた。講師の依頼

においてあきらめず粘り強く交渉することも大切

だと実感した。また、見ず知らずの大学教授にど

んどん講師依頼をする度胸というのは、教員の時

の経験が活きたのではないかと思う。 

④ 準備 

準備にはとにかく時間を割いた。まずは自分自

身が「子どもの権利条約」に関して知識が全くな

かったので文献を手当たり次第にあさり、「子ども

の権利条約」について自分なりに調べてみた。ま

た、子どもの権利についての条例を制定している

近隣自治体を洗い出し、どのような経緯で条例制

定までたどり着いたのかや、福生市では子どもの

権利を守るためにどのような制度があるかについ

ても調べた。それをもとに講師と相談し、講座の

内容を一緒に考えていった。 

また、講座の実施日はまだ３度目の緊急事態宣

言下だったため、新型コロナウイルス感染症対策

についても準備段階でよく考え、定員の数を調整

したり、座席の配置を工夫したりした。 

⑤ 講座当日 

実は、この講座が自分の力で企画から本番まで

実施する初めての講座だったのですごく緊張した

のを覚えている。講座の最初に、公民館について

簡単に説明する時間を取ったのだが、その際、自

分が公民館に来て感じた公民館の良さを率直に参

加者のみなさんに紹介した。「公民館は学校と違っ

て色々な年代が一緒になって学べるところがいい

なと感じている」というような話をしたのだが、

あとで先輩職員の方に「自分が感じたことを公民

館の紹介に使っているのは新鮮でよかったよ」と

言っていただいたのが心に残っている。参加者の

方も大きくうなずきながら話を聞いてくれていた

ので自分の感じたことを率直に話すほうが参加者

の心にも残るのかなと感じた。一度講座を実際に

やってみて感じたことだが、講座と授業は本当に

似ているなと思った。授業はめあてがぼやけると

授業全体もぼやける。講座も一緒でどんなねらい

で講座を実施しているのかがぼやけないではっき

りしていることはとても大切なことだと感じた。

参加者の方も帰る時に「参加してよかった」や「来
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年も楽しみ」と声をかけてくださったので、とり

あえずはうまくいったのかなと安心した。 

⑥ 課題 

講座中大きなハプニングはなかったが、課題は

たくさん見つかった。 

まずは募集の仕方についてである。結果的に、

申し込みをしてきた方たちは教育に関する有識者

が多かった。これは市の広報に掲載した原稿の内

容やポスターの内容が難しいと感じた人が多かっ

たためだと考える。ポスター作成の際に、「子ども

の権利条約」を知らない人でも抵抗感が少しでも

取り払える内容の記載があればよかったのではな

いか。また、講座のタイトルについても「子ども

の権利条約」について初めて学ぶ人を対象として

いることが伝わるようなタイトルにしていればよ

かったのではないか。 

次に講座のプログラムの構成と回数についてで

ある。これは、新型コロナウイルス感染症の影響

も大きかったところではあるのだが、講座実施後

に行った参加者へのアンケートでもこれについて

は多数の意見をいただいた。具体的には、回数を

増やさないと「子どもの権利条約」について理解

を深めることができないのではないかというもの

であったが、その通りだと思った。次年度以降も

引き続き「子どもの権利条約」に関わる講座を企

画し、さらに細かい内容まで学習できるように、

回数やプログラム内容に工夫をしている。（令和４

年３月実施予定） 

 

（２）大人のための絵本講座 

① 講座概要 

■タイトル 

大人のための絵本講座～絵本は子どもだけのも

の？～（全４回） 

■目的 

小学校・幼稚園の教員時代の経験で、子どもたち

に絵本の読み聞かせをしたことがあるが、その際、

子どものときには気が付かなかった絵本の魅力に

感動したということがあった。子どもに対して読

み聞かせをする機会は多くはないので、この講座

が、大人が絵本の魅力に気が付く一つのきっかけ

となればと考えた。 

■募集人数 

15 名 

■講座日程 

令和３年 11 月 20 日、12月４日・18 日 

令和４年１月８日 

いずれも土曜日午後２時から午後３時 30 分まで 

■会場 

福生市公民館白梅分館 集会室 

■受講者 

15 名（男１名、女 14名。高齢層の参加者が多く、

若年層は 30 代が１名だけだった。） 

■講師 

大島真理子氏（第２期絵本専門士） 

圓山哲哉氏（第５期絵本専門士） 

② 企画にいたった経緯 

この講座もこれまでの経験が大きな動機になっ

ている。今年度の担当講座のなかに文学講座があ

ったが、前述の通り活字が苦手なのでどのような

講座にしようか悩んでいるときに幼稚園での経験

を思い出した。自分のように「普段あまり本に触

れることはないけど絵本なら気軽に読める」とい

う人がいたら、実際に絵本に触れることによって

絵本の魅力に気が付き、それをきっかけに以前よ

りも本を好きになる人がいるのではないかと考え

た。幼稚園の教員のように子どもに対して絵本の

読み聞かせを頻繁にする人というのは多くはない

と思うので、この講座が絵本との出会いのきっか

けになればと考え、企画にいたった。 

③ 講師の選定 

講師の選定にあたってまずしたことは他の自治

体で「絵本」に関する講座をやっていないかの調

査である。調べてみると大人が読むための絵本講

座は少なく、読み聞かせの技能に関する講座や、

子どものための絵本選びについての講座が多かっ

た。そのため、講師の選定に苦労したが調べてい

るうちに「絵本専門士」という資格があるという

ことが分かった。「絵本専門士」であれば大人向け

の絵本講座でもお話いただけると考えお願いする

ことにした。他の自治体の講座をいろいろと調べ
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てみたことで現在の講師を見つけることができた

ので、講師探しで苦労しているときには、他自治

体の講座を調べてみるのも良いのではないだろう

か。直接講師にたどり着けるとは限らないが、調

べることによってなにかしらの手掛かりを得られ

ることが今回の経験で分かった。 

④ 準備 

講師との打ち合わせは入念に行った。はじめは

私と講師との間で講座に対するイメージのずれが

あったが、回数を重ねるうちにお互いの考えが少

しずつ混ざり合って当初のイメージより良いもの

になっていった実感がある。今回は講師が頻繁に

福生市に来てくださったおかげで打ち合わせの回

数を重ねることができたが、他の講座では難しい

こともあると思うのでオンラインミーティングも

駆使して、講座のイメージのすり合わせをしてい

きたいと思う。 

⑤ 講座当日 

一番は雰囲気作りがうまくいったと感じた。講

師と図書館の協力で参加者を囲むような形でたく

さんの絵本を置くことができた。たくさんの魅力

的な絵本に囲まれながらの講座は自然と全員が絵

本の世界に入り込んでいくような感じがあった。

実際に参加者自身の気に入った絵本についてブッ

クトークをする活動では、全員が設定した時間を

超えて話したため、講師の話す時間が短くなると

いうことも起きた。それは課題でもあるが、参加

者の方が講座の時間中、日常の世界から飛び出し

て絵本の世界に入り込むことができたのは絵本の

魅力を伝えるうえですごくよかったのではないか

と感じた。参加者からも「絵本に囲まれながら絵

本について学ぶのはよかった」という声を聞くこ

とができ、大変好評だった。 

⑥ 課題 

④で講師との講座のイメージをすり合わせてき

たことは書いたが、参加者とも講座のイメージを

共有することが大切だと感じた。参加者の中には

今回の講座で絵本の出版について知ることができ

ると思っていた方がおり、その方は講座の途中で

来なくなってしまった。個人的には、市報の原稿

やポスターで講座の内容が端的に伝わるようにし

たつもりだったのだが、あくまで「つもり」だっ

たということが浮き彫りになった。ポスターなど

を見た人が全員、その講座に対して同じイメージ

ができるようにしなければと感じた。 

他には、前述の通り、講座の活動の中で参加者

にお気に入りの絵本についてブックトークをして

もらう際、一人一人の話が長くなり、講師が話す

時間が足りなくなってしまった。サークル活動で

はなく、あくまで講座のため講師の話を聞く時間

と参加者が話す時間のバランスも大事だと考える。

そのバランスが崩れる場面もあったのでそこは担

当職員として手綱をひかなければならなかったと

反省している。 

 

（３）二つの講座を比較して 

 （１）と（２）の講座を比較してみると、共通

しているところとそうでないところがある。 

まず、共通していることはどちらも自身の経験

を講座に活かすことができたという点である。自

分自身が経験してきたことをもとに講座を実施で

きたので、目的を達成するまでの道筋の具体的な

イメージをもって講座を実施する事ができた。ど

んな講座の流れで、どんな資料を使って、どんな

活動をしたら、講座の目的を達成できるかをイメ

ージできたというのは、講座を実施するうえです

ごくよかったと感じている。 

二つの講座で対照的だったのは、参加者の層で

ある。（１）は、「子どもの権利条約」という言葉

を見ると敬遠してしまうのか、教育関係者ばかり

が集まった。反対に絵本講座では、ハードルが低

いと感じるのか、教育関係者ではない一般の方の

申し込みが多くあった。そのため、難しいイメー

ジを与えかねないタイトルにならないように工夫

する必要があったと考える。もちろん教育関係者

が集まっても良いのだが、自分がこの講座の対象

としていた層とは少し違っていた。できれば、広

く地域の方が集まることによって、この講座の効

果に期待が持てるのではないかと思っていた。そ

のため、参加者のターゲット層を想定して講座を

企画することが重要だと感じた。 
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４、講座や利用者対応を通して自分に生じた変化 

（１）社会教育に対する見方 

小学校や幼稚園で働いているときは正直、社会

教育は眼中にないという感じだった。公民館とい

う建物についても聞いたことがなかったし、学校

の中のことで精いっぱいという感じで地域の教育

に目を向ける余裕は当時の自分にはなかった。 

社会教育の現場に来てすぐは、コロナに関わる

仕事ばかりだったので、社会教育、とりわけ公民

館については地域の高齢者に活動場所を提供して

いる場所くらいの認識だった。講座も実施してい

なかったし、福生市公民館本館の建物の性質上利

用者と関わることも多くなかったので、施設を貸

し出して消毒作業をすることが主な業務だった。

そのため、この時はまだ社会教育の地域に果たす

役割は全く理解していなかったように思う。 

公民館職員になって約二年が経過した現在は、

社会教育の意義、地域において公民館が担ってい

る役割を自分なりに理解し、その重責を感じなが

ら業務にあたっている。また公民館職員になって

新しい経験もたくさんあった。学校教育と社会教

育のどちらも重要で、互いに関わり合いながら一

緒に地域の教育を支えていければと感じている。 

（２）講座に対する考え方 

 この二年間で自分自身も講座をいくつか担当す

る中で、公民館において講座がいかに大事かを知

った。漠然とした表現になってしまうが「良い」

講座を実施する事で「良い」人が集まり、「良い」

サークルができ、「良い」公民館になっていくと感

じている。何が「良い」なのかまだまだ漠然とし

た感覚ではあるがこれから経験を重ねて、その感

覚を言語化できるようにしていきたい。 

 

５、今後の展望 

今後、さらに経験してきたことを講座の中に活

かすことができるように、色々な経験を積み重ね

ていきたいと考えている。そのために、担当講座

だけではなく、他の職員が担当の講座に参加した

り、利用者の方と他愛もない話をしたり、研修な

どで他自治体の職員や講師、指定管理者など様々

な立場の方からの話を聞いたり、とにかくいろい

ろな方と話をしてその人の経験を自分のものにし

ていきたいと考えている。そして、それらを活か

した講座を実施していきたい。 

 

おわりに 

 学校教育の現場では、色々な経験をした。現在

はその経験を糧に社会教育の現場で働いている。

もちろん学校教育の現場で学んだことも多いのだ

が、社会教育の現場に来て新しく学んだこともた

くさんある。例えば、自分がイメージする講座を

他人である講師に話していただく難しさ、それを

克服するために講師との講座のイメージの共有が

いかに大切か。そしてその大変さ。地域課題や市

民のニーズを拾い上げることの難しさと重要性。

頭を悩ませることばかりだが、過去と未来の全て

の経験をもとに乗り越えていきたい
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市民主体の「人形劇フェスタ in 西東京」を目指して 

    ～実行委員会と公民館共催事業としての５年間の実践～ 

新堀彰子（西東京市柳沢公民館） 

 

はじめに 

西東京市の「人形劇フェスタｉｎ西東京」は今

年 16 回目を迎える。コロナ禍で人が集うことが

難しい日々が長期化している中、実行委員会メン

バーは、子どもたちに人形劇を届けたいという思

いを共有しながら、フェスタ実施に向け、今出来

ることを共に模索する日々を過ごしている。その

取り組みと原動力について考えたい。 

 

１．「人形劇フェスタ誕生」と「公民館主催事業」

としての 10 年（第１回～第 11 回） 

「子どもたちが気軽に人形劇を楽しめる機会を

西東京市に根付かせたい」と願う市民が集まって

企画運営しているおまつりで、市民サークル、学

校、プロの文化創造企業からなる実行委員会方式

で実施しています。平成 18（2006）年９月 10日、

パペットシアターやん助（こもれびホール主催の

人形劇講座から生まれたサークル）の個別事業と

して、人形劇団プークの協力を得て、第１回の人

形劇フェスタが開催されました。そして翌年の第

２回からは、田無公民館主催事業として運営され

ることになり実行委員会形式になりました。実行

委員会には、幅広い世代の参加を得ていることも

このフェスタの特色です。泉小学校児童有志の「グ

ッピーズ」は閉校まで毎回参加（平成 26 年まで）

し、オープニングを盛り上げました。武蔵野大学

児童教化研究部「むさっこ☆シアター」は人形劇

とワークショップで参加、田無公民館の保育付き

主催講座から生まれた人形劇サークル「くまねず

ら」や、その子どもたちの「こくまねずら」も出

演しています。さらに、市内のアニメーション制

作会社「エクラアニマル」もポスターデザインや

キャラクターの着ぐるみ、アニメーション上映、

さらに、ユニークな人形劇上演で参加しています。

また、市内に、稽古場のある人形劇団プークは、

市内サークルへの演技指導と人形劇上演で参加し

てきました。アマチュアとプロがつくりあげるフ 

ェスタは、地域に楽しみを提供するだけでなく、 

参加者が互いに学び合う場ともなっています。毎

年、開催してきて、平成 28（2016）年７月 10 日

の公演でフェスタは 11 回目を迎えました。今後

は田無公民館の主催事業ではない実行委員会形式

で行なうことになりましたが、上演会場の確保と

いう大きな課題があります。（抜粋）『田無公民館開

館 40 周年記念誌』（注） 

  

２． 市民団体主体の人形劇フェスタへ 

～柳沢公民館と共催事業として～ 

第 12回からは、市民団体が公民館登録団体「人

形劇フェスタ in 西東京実行委員会」を立ち上げ、

柳沢公民館と共催事業として「人形劇フェスタ in

西東京」の開催を目指すことになった。市民団体

５団体で構成される実行委員会が人形劇の上演だ

けでなく、運営組織としての自覚を持ち、地域づ

くりの担い手となる主体性を身につけることを目

的として人形劇フェスタ（以下、フェスタ）を開

催し、公民館は主に会場の確保、備品の手配、広

報を中心に支援をすることとなった。 

 

（１）公民館職員として人形劇団体との出会い 

 私が柳沢公民館に異動になった平成 29 年４月

に、上司と共に実行委員会に出席する機会を得た。

その時の出席は３団体３人。前年度のポスターで

はもっと多くの団体参加だったなと思いながら、

話し合いに耳を傾けると、今回のフェスタは柳沢

公民館と初めての共催事業として７月に開催する

こと、出演団体は人形劇が４団体、工作で１団体

であること、ポスター・チラシのデザインは人形

劇団体メンバーが担当することがわかった。しか

し、それ以上にこのメンバーで開催出来るのか、

何をどう準備すればいいのか、子どもたちは来て

くれるのかという漠然とした不安感が漂っていて、
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参加していた私もとても心許ない気持ちになった。 

実際に第 10 回までは人形劇団プーク公演があ

り、第 11 回は市民サークル、学校、プロの文化創

造企業で構成されていた。出演・関係団体の減少、

場所の変更、公民館主催事業から実行委員会の主

体的な取り組みでの開催を目指す共催事業へと取

り巻く状況の変化を考えれば不安になるのは当然

で、それでも実施に向けて真摯に話し合うメンバ

ーと共にフェスタを作っていきたい思いが湧いて

きた。その後、担当として関わることになった。 

 

（２）フェスタ開催に向け本格的に準備スタート 

 ７月のフェスタまでは約３ヵ月。実行委員会で

話し合いを重ね準備を進めた。公民館は、会場確

保、備品手配、公民館だより・市のホームページ

の広報を担当した。実行委員会で、ポスター・チ

ラシ作成から印刷、配布箇所（図書館、子育て関

連施設、近隣の保育園４か所、幼稚園４か所、小

学校（低学年）５校）を話合い、実際に実行委員

が手分けをして持参し、参加への声掛けを行った。 

 

（３）第 12 回（平成 29年度）フェスタ開催！ 

 ７月９日（日）晴れ。人形劇 251 人（子ども 125

人、大人 126 人）、工作ワークショップ 98 人。 

■人形劇 14 時～16時 

１ オープニング（人形たちのパレード） 

２ ぐりとぐらの遠足 

３ つくってたべよう☆ハンバーガー 

休憩時間（15分） 

４ スズメと子ネズミとホットケーキ 

５ さるかに 

６ フィナーレ（人形と共に登場） 

■ワークショップ 13 時～15 時 

ペットボトル工作 

■ロビー展示 7/3（月）～7/9（日） 

■出演５団体 21 人、運営スタッフ７人。 

■実行委員６人・実行委員会７回 

【アンケートの声】 

・子どもが大喜びでした。親子で楽しみました。

色々な人形劇を見ることが出来てよかったです。 

【実行委員の声】 

・開催でき感無量。大勢が楽しみに来てくれて、

今後も継続して開催したいと強く思った。 

① ふりかえり 

 フェスタ終了後、出演者・運営者共に、子ども

たちが人形劇をとても楽しんでくれたこと、たく

さんの方が来場してくれたこと、何よりもフェス

タを開催できたことを喜びあった。子どもたちの

笑顔が、今後もこのフェスタを継続していきたい

と願う原動力なんだと実感できた。その後の実行

委員会で、来場者・出演者・運営スタッフのアン

ケートや、実行委員から反省点が多く出された。 

・当日受付・定員（120 人）以上の来館者 

開催前から一番の懸念事項は、当日受付のため

来場者の人数がわからないことだった。定員は消

防法により 120 人。来場者が定員を超えた場合の

対応をどうするか、事前に何度も話し合った。安

全を第一に定員を守りつつ、入場が出来なかった

方に整理券を配布⇒演目ごとの休憩（準備時間）

に帰宅人数を入場案内⇒待ち時間に工作の部屋を

案内と取り決めた。当日は開始 14 時までに来館

された方は全員が入場出来たが、それ以降に来館

された方には取り決めの通り、整理券を配布(計

70 枚)し入場まで工作の部屋、図書館をご案内し

た。演目ごとの準備時間に入場案内を行い、前半

終了時の休憩時間(15 分)にはロビー・図書館・工

作でお待ちの全員にお声がけし入場出来た。 

・情報共有の欠如 

ところが、最後の演目がはじまってから 10 人

弱の方々が会場入口に現われ、入れてほしいと整

理券を出された。もうお待ちの方はいなかったは

ずと意味が分からずバタバタと対応をしたことは

苦い経験となっている。理由は、整理券配布を見

た一部の団体関係者が空いていた会議室で演目を

実施していたことだった。前年度（第 11 回）、入

場待ちの方々に出演後の団体が空いていた部屋で

演目を実施し、実行委員会の取り決めもない行為

はふさわしくなかったとの反省が記録にあったこ

とから、事前に昨年度の記録と経緯を実行委員会

に報告していた。本番の舞台を見てもらいたい、

出演と運営を担うため実際に入場待ちの方々へ別

プログラムを実施するのは人数的に難しいとの意
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見が出され、実施しないことを取り決めとしてい

たつもりだった。しかし前年と同様の事が行われ、

受付担当だった私をはじめ運営スタッフには相談

がなく、そのことを知らなかった。待ち時間に楽

しんでほしいとの思いで実施したことは理解でき

るが、見られたはずのフェスタ演目が届けられず、

最後の演目も途中からの入場となったことに残念

な思いが残った。実行委員会の取り決めが各団体・

メンバーに十分伝わっていないことを実感する出

来事となった。 

・途中帰宅者が多い 

演目ごとや、前半終了後の休憩時間での帰宅者

が思いがけず多かった。暗い部屋が苦手な子、ス

トーリーのあるお話がまだ理解できず飽きてしま

う子、１時間程度しか集中出来ないなど乳幼児の

参加が多いことがわかった。 

・複数会場での実施を（アンケートから） 

全ての演目が観られなかった。複数会場や２回

公演など気持ちよく観られる開催を公民館がもっ

とバックアップすべきという意見があった。 

・フェスタ開催感謝（実行委員から） 

実行委員会の努力で大変な時期を乗り越え、無

事に開催出来たことに感謝。素晴らしいフェスタ

だった。人形劇が必要とされていると思えた。 

・参加団体の主体的取組み（実行委員から） 

当日のみの参加で連絡事項すらはっきり把握し

ていない、実行委員会に頼り切りの体制を変えて

いけたらと思う。 

② 今後へ向けての話し合い（実行委員会と共に） 

◆会場定員超えの対応 

「小さな子どもの部屋」新設と「事前申し込み制」

の検討 

来年度は、乳幼児対象で出入り自由の「小さな

子どもの部屋」を新設する。会場定員により来場

してもすぐに入場出来ない方の不満や、対応業務

増などから、公民館から「事前申し込み制の検討」

を提案したが、今までの開催経緯からなじまない

との実行委員の総意で定員以上の対応は今回同様

に整理券配布を継続することとした。ポスター・

チラシに定員を超えた場合の対応を明記すること

で、来場者への周知と理解を得ることとした。 

◆出演団体の減少・運営スタッフ不足 

出演団体・運営フタッフ募集を「公民館だより」

に掲載すると同時に、団体メンバーから周囲へ声

がけを行うなど情報発信と情報収集を行う。 

◆会場準備・リハーサル・本番について 

午前に会場準備・リハーサル、午後本番で実施

した。人形劇団プーク講師の演技指導を活かせる

時間が十分でないこと、参加団体が増えれば時間

的にも難しいので、来年度は、前日にリハーサル

と講師指導の実施を検討することとなった。 

◆大学との協働について 

 大学行事との関係から近年は工作で参加だが、

人形劇での参加も含め情報交換に努めていく。毎

年メンバーが入れ替わるので、実行委員会で関係

を深め、継続的な関わりを持ちたい。 

③ 今後のフェスタについて（公民館） 

共催事業として初開催のフェスタを、実行委員

の主体性を阻まないよう努めたつもりだが、迷う

ことばかりだった。ふりかえりの際に、実行委員

も同様だったことがよくわかった。今回の経験と

共有出来た思いを、次回につなげようという気持

ちとお互いに関係性の土壌が出来たと感じた。 

今後の課題として、実行委員会での話し合いに

加え◆７月開催の暑さ対策、◆講師指導を演目に

活かすための事前実施と団体相互の学び合いの機

会、◆共催事業としてフェスタを実施する実行委

員会の主体的取り組みへの公民館支援のあり方が

ある。市民主体のフェスタの継続的な実施への取

り組みについて実行委員会と共に考えていきたい。 

 

（４）第 13 回（平成 30年度）フェスタ開催 

７月 15 日（日）晴れ。人形劇の部屋（６団体）

276 人（子 139、大 137）、小さな子どもの部屋（４

団体）90 人（子 41、大 49）、工作の部屋（１団体）

延べ 170 人（５作品体験延べ人数。複数体験あり。） 

■人形劇の部屋（13 時 30 分～16時 30 分） 

１ 大男のうきぶくろ・がちゃがちゃ 

２ おだんごパン 

３ 腰折れすずめ 

休憩時間（15分） 

４ あかずきんちゃん 
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５ モクちゃんとイタズラ妖精 

６ 三びきのこぶた 

■小さな子どもの部屋（13 時 30 分～15時） 

１ エプロンシアター 

２ 人形劇 こぐまちゃんの手品 

３ ペープサート・紙芝居 

４ 人形劇 おふろのはなし 

■ワークショップ 13 時～15 時 

ペットボトル工作 

■ロビー展示 7/9（月）～7/15（日） 

■出演 11団体 28 人、運営スタッフ 16人。 

■実行委員 11人・実行委員会９回 

■準備会１回 ■記録誌作成検討会４回 

【アンケートの声】 

・また来たいと思った。エプロン、パネルシアタ

ーなど人形劇だけでなくいろいろあってよかった。 

【実行委員の声】 

・出演団体が増え、部屋も増え、スタッフも増え

たことはよかった。反面、音響・照明・リハーサ

ルなど考えること、やるべきことが増えた。 

① ふりかえり 

・来場者・参加団体・開催会場の増加 

人形劇出演が５から11団体、会場が２から３会

場へと受入人数も来場者人数も増えた。出入り自

由の「小さな子どもの部屋」を新たに設けたこと

で、乳幼児連れの参加が増えた。演目が人形劇、

パネルシアター、影絵、エプロンシアター、ペー

プサートなど多岐に渡り、工作も含め多くの子ど

もたちが楽しむ機会になった。 

・情報の共有化・連絡体制に課題 

参画する人数が増えたことによる情報の共有化

や、連絡方法に課題が残った。 

・会場準備・リハーサル・本番について 

前日に会場準備とリハーサル、講師による演技

指導を実施した。音響・照明は長くベテランスタ

ッフに頼ってきたが、複数人が担当出来るよう共

に準備を進めるなど新たな取り組みも始まった。 

② 今後へ向けての話し合い（実行委員会と共に） 

◆記録誌の作成 

 フェスタ全体の情報の共有化・見える化を目指

し、記録誌の作成を決めた。今回の様子だけでな

く、今回で実行委員を退任される方の「フェスタ

を次の世代に託したい」という思いをインタビュ

ー記事にしたり、『田無公民館ものがたり 40周年

記念誌』（注）から抜粋した歴代の参加団体を掲載

するなどフェスタの記録にもなるものを目指した。 

◆開催時期の変更 

 ７月は年々暑さが厳しくなり、来場者の熱中症

の心配、上演と運営に携わる団体メンバーの体力

的な負荷や公民館空調設備の老朽化にも心配が増

してきた。次年度は、イベント開催時期の重複を

避けて３月開催を目指すこととした。 

③ 市民団体主体の人形劇フェスタへ（公民館） 

昨年からの改善点に手ごたえを感じた開催とな

った。本年度も第１回実行委員会で、このフェス

タが実行委員会と公民館との共催事業であること、

人形劇の上演だけでなくフェスタの運営組織とし

て主体的な取り組みを行うことを再度確認し合っ

た。実行委員長が各団体（講師）との連絡調整を

担い、運営準備は実行委員が責任者として役割を

分担して準備にあたった。それぞれの負担が増え

たが混乱の時期を粘り強く頑張り、自分たちが決

めてカタチにするんだという思いと、団体や実行

委員同士のつながりがより深まったと感じる。 

 

３．新型コロナウイルス感染拡大！ 

（１）第 14 回（令和元年度）フェスタ中止 

年々厳しくなる夏の暑さを避け、開催時期を例

年の７月から（令和２年）３月に変更して初開催

が開催直前の中止となった。参加予定は、11団体

（人形劇：６、小さな子どもの部屋：４、工作の

部屋：１）、運営スタッフ 19人、準備会１回、実

行委員会７回を実施。 

 

（２）第 15 回（令和２年度） 

～コロナ禍でのフェスタを開催を目指して～ 

 公民館は３月から休館が続き、６月に開館にな

った。併せて年内の不特定多数が集うイベントの

中止が決まった。早々に実行委員代表２人と話す

機会を持ったが、「今回は難しい…」と皆が思う中

で実行委員長から「新しい生活様式に沿ったフェ

スタは出来るということですね。」と一言。場の空
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気が変わり、そこからはコロナ禍での開催方法や

新たな取り組みへの可能性に向けた話し合いが続

いた。こんな時だからこそ、フェスタを開催した

い、子どもたちに笑顔になってほしい、継続して

いきたいという思いがあふれる場になった。同時

に、他団体の賛同が得られるのかなど懸念もあり、

団体の意見を聞き、その後、２回の準備会を経て、

コロナ禍の感染対策を徹底しての開催が決まった。 

 ３月 21日（日）雨・曇り。来場者 95人（子ど

も 54人・大人 41 人・36家族）。 

３部制：事前申し込み制（各回 38人） 

■11 時～12 時 乳幼児対象 

１ くじらとタコと海の仲間 

２ お楽しみパネルショー 

■13時～14 時 幼児から小学生対象 

１ パネルバラエティショー 

２ マメ子と魔物 

■15時～16 時 幼児から小学生対象 

１ 影絵 ジャックとまめの木 

２ カエルの王子様 

■ロビー展示 ロビー密回避のため中止 

■出演５団体 20 人、運営スタッフ９人。 

■実行委員５人・実行委員会５回 

＊コロナ感染拡大による会議中止：１回 

■意見交換会１回 ■準備会２回 

■記録誌作成検討会５回 

【アンケートの声】 

・子どもの楽しそうな顔を沢山見られてよかった。

楽しかった。感染対策が安心出来た。 

【実行委員の声】 

・子どもたちの楽しそうな笑顔を見て、開催して

よかったと思った。コロナ禍で様々な制約があっ

たが、結果的にゆったりと一体感のある会場の雰

囲気がよかった。 

① コロナ禍の取り組み（従来からの変更点） 

感染対策を徹底し、安心して楽しんでもらえる

よう準備。申込み時に、コロナ禍のお願い（事前

検温・マスク着用・手指消毒）協力を依頼した。 

■会場定員（通常の半分の60人） 

・観客各回38人（演者・スタッフ人数を考慮）  

■開催方法（作品対象ごとに３回実施） 

・開催時間：約１時間（２作品上演（２団体）） 

・観客を各回入替。終了後、換気、消毒を徹底。 

■申し込み方法 

・事前申し込み（電話）。仕事を持つ保護者へ配慮

し受付開始時間を12:30とした。 

■当日受付・会場案内 

・受付後、運営スタッフが席（指定席）へ案内。 

・席に配布資料「プログラム、アンケート」準備。 

② ふりかえり 

・コロナ禍の取り組みの利点 

会場定員が限られた。事前申し込み制を実施し、

当日は丁寧な対応が出来た。子どもたちの反応が

とても近くに感じられ、来場者も、上演者・運営

スタッフの満足度も高い結果となった。 

・参加団体の減少（前年度11団体から６団体へ） 

団体メンバーが、集うことが難しく練習が出来

ない、高齢の家族や小さな子どもを抱えている、

仕事が子ども・高齢者対応なので自分の活動範囲

を拡げられない等、苦渋の判断がなされた。 

③今後へ向けての話し合い（実行委員会と共に） 

◆コロナ禍の取り組みで見えたこと 

 「事前申込制」への変更で利点を確認すること

が出来た。反面、多くの子どもたちに人形劇を十

分に届けることが難しかったことはやはり残念。 

◆西東京市 YouTubu チャンネルで動画配信 

実行委員の地域のつながりで、今回のフェスタ

を映像として記録する協力者を得て、３団体の演

目の動画発信が実現した。コロナ禍に人形劇を多

くの子どもたちに見てもらう新たな試みとなった。 

◆「思い」も伝える記録誌に 

 中止の昨年度を「第 14回」とし「中止の記録」

として掲載することを決めた。第 15 回は、コロナ

禍のフェスタ開催の工夫も掲載し、前回の記録誌

に続き、照明・音響の運営スタッフ２人のインタ

ビュー記事を設けた。記録誌では十分伝えきれな

い部分もあったが、フェスタの歴史や寄せる思い、

今後に向けてなど実行委員と共に語り合い、じっ

くりと聴き合う機会となった。「思い」はこうして

引き継がれていくと感じた。フェスタを継続する

ことは、それに関わる多くの方々の「思い」をつ

ないでいくことなんだと改めて思えた。 
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④ 継続してきたフェスタに力をもらう（公民館） 

開催を決めるまでに意見交換会、準備会２回を

費やした。開催を決めてからも、練習に思うよう

に時間が取れなかったり、感染状況に一喜一憂し

たりと、心配は尽きなかった。そんな中「人形に

触れることで自分も元気になっていくように感じ

る」、「子どもたちの笑顔が楽しみ」などの声が聞

かれ、人形劇の力を再確認する機会にもなった。

出演団体が５団体、運営スタッフとして参加を決

めた１団体。４年前に初めて柳沢公民館でフェス

タを開催した年も、先が見えない、課題と不安ば

かりだったことを思い出した。でも今は、実行委

員や団体同士の積み重ねてきた関係性と信頼感が

明らかに違っている。「子どもたちが気軽に人形劇

を楽しめる機会を西東京市に根付かせたい」と願

う「思い」を共有していると強く感じている。 

 

（３）第 16 回（令和３年度） 

～新たな挑戦とコロナ禍のフェスタに向けて～ 

本年度も令和４年３月実施に向けて準備を進め

ている。実行委員会にオンラインも導入した。参

加団体が５団体から９団体に増え、活動が難しい

状況の大学生も運営スタッフとして参加してくれ

る。昨年同様の実施を３回から４回に増やし、よ

り多くの子どもたちに人形劇を届ける予定だ。 

そして、新たな挑戦が始まる。人形劇団プーク

の演技指導を直前実施から１か月前実施計画が動

き出した。私が担当になった当初から、早い時期

の演技指導実施の話題は出るが実現が難しかった。

残念ながら、今回は講師との日程が折り合わず実

現出来なかったが一歩前進だ。「それでは団体同士

の学び合いの機会にしてはどうか」との声が出て、

自然な流れで他メンバーが賛同していった。経験

豊富で得意分野も違う団体相互の学び合いの場が

生まれることに、私はドキドキが止まらなかった。

これまでの取り組みの中で、積み重ねてきた関係

性が確実に育まれていたことが感じられた瞬間だ

った。「改善点だけでなく、よかった点も伝え合お

うね」と言いつつ、メッセージシートの作成など

具体的な提案も出て今からワクワクが止まらない。

（コロナよ！邪魔しないで！） 

４．今後の展望 

 ～継続的な人形劇フェスタの開催に向けて～ 

 西東京市のフェスタは、【１】田無公民館主催事

業としてプロとアマチュア市民団体が共につくり

あげてきた時期、【２】柳沢公民館との共催事業と

して市民団体の主体的な運営で実施を目指した時

期、【３】コロナ禍の新しい開催方法と今後を模索

している時期と、カタチ変えながらより市民主体

のフェスタへ変貌してきている。コロナ禍の開催

で、子どもたちに演目を届けるだけではなく、共

に場を作り、共に楽しむ場になっていき、子ども

たち、出演者、運営スタッフの心の距離が近く感

じられた。この経験はこれからも前に進む自信に

つながっていくと思える。 

今後の継続的な開催にも課題がある。長くフェ

スタに関わっている人形劇団体・運営スタッフの

高齢化もそのひとつだ。そんな中、人形劇団体の

メンバーが講師を務めた公民館保育付き講座から、

新たに人形劇に取り組む団体が生まれた。講座終

了後も演技指導を通してつながっているのが心強

く、今回のフェスタへの初参加もサポートしてく

れている。次世代に伝えていくこと、つなげてい

くこと、それを支援していくことも大切であると

思える。 

５年前「人形劇フェスタが開催出来るのか」と

不安しかなかったあの時から、回を重ね、その都

度ふりかえりを丁寧に行い、何度も話合い、実行

委員の発言や思いをつなぎながら、共に新たなチ

ャレンジを実践してきた。そうする中で、実行委

員メンバーがお互いに関係性を育て、学び合い、

次につなげる柔軟さも身に着けたと思える。私自

身、初めてのフェスタで感じた課題をなんとかし

なくてはと焦りがあったが、徐々に実行委員会メ

ンバーと歩調があってきたように思える。共にい

る、じっくりと聴き合う、やりすぎない（反省）、

感謝。その繰り返しの中で、当初の課題が新しい

カタチになったり、方法を変えたり、時間を経て

少しずつ前進していると感じられる。 

もうひとつ大事なのは「記録する」ということ。 

CLC 講座の実践記録がそうであるように、記録誌

の作成は、「人形劇フェスタ」をふりかえる機会に
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なり「子どもたちが気軽に人形劇を楽しめる機会

を西東京市に根付かせたい」という「思い」をフ

ェスタに関わるすべての人と共有し、つなげてい

く力になると思っている。これからもきっと。 

 

(注) 田無公民館開館 40周年記念誌 

『田無公民館ものがたり 40 周年記念誌』 

発行年月日 平成 30(2018)年３月１日 

編集 田無公民館開館 40周年記念誌編集委員会 

発行 西東京市田無公民館  P59 
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公民館保育室との関わりを通して見えてきたもの 

 

久保田奈津子（国分寺市立もとまち公民館） 

 

１．はじめに 

 私の公民館職員としての勤務がスタートして３

年目となる。きっかけは、市内の公民館で臨時職

員として時間額で勤務していた時に、職員の方か

ら「社会教育主事講習を受けてみないか」と声を

掛けられたことだった。それまで社会教育につい

て学んだことはなかったが、公民館という場所で

市民の活動をサポートしている職員の姿を見て、

受講を決め、翌年の 2019 年４月より公民館職員

として勤務することとなった。 

今回の実践記録の作成にあたり、勤務開始時か

ら現在まで担当として関わっている事業について

振り返ることで、職員としての自分の気持ちの変

化や変わらずに大事にしていることを改めて考え

る機会としたい。 

 

２．公民館保育室について 

国分寺市には公民館が５館あり、それぞれの館

で保育付きの事業が実施されている。昭和

46(1971)年、幼い子を持つ母親たちからの「私た

ちも学びたい」という熱心な要望から生まれた公

民館保育室は、今年で 50 年目を迎えた。翌昭和

47(1972)年に公費による保育が実現して以降、こ

れまで数多くの保育付き事業が実施され、講座か

らは多くの自主グループが誕生している。 

国分寺市では、こうした自主グループの学びを

支援する形で、年 12 回、市内在住者を対象に無料

の保育付きでの活動が可能となっている。保育室

で預かるのは生後６か月から未就学児であり、親

が学習する間の２時間を保育室で過ごす。この２

時間は、大人が学ぶための時間というだけでなく、

保育室で過ごす子どもたちにとっても、定期的に

決まった仲間と過ごすことで集団生活を学び、大

きく成長できる場となっている。 

また、公民館で実施している様々な事業への参

加を通じて地域の人との交流ができ、子どもが成

長していく過程で、PTA や地域の活動に積極的に

関りをもつ人もいる。 

勤務がスタートしてすぐに担当として任された

のは、こうした保育付きの事業であった。 

前任の担当は退職していたため、引継ぎの時間

はなく、年間のスケジュールが示されたメモと、

過年度の資料を渡された状態での始まりだった。 

 

３．保育者との初対面 

公民館では、保育室でお子さんを預かる職員を

「保育者」を呼んでいる。保育担当としての最初

の関わりは、子どもを預かる側の保育者との会議

であった。お互いにどんな人なのかを伺う緊張感

の中で会議は進んだ。保育室というからには、子

どもを預かる場所であることは予想できたが、２

時間という保育の時間の中で何をしているのかを

知るために、保育者から説明を聞くことから始め

た。２時間を前半と後半に分け、間におやつの時

間を設けていることなどを聞いた。流れについて

一通りわかったところで、保育者から今年度の保

育付きの事業の時期や内容についての質問や、子

どもに提供するおやつや保育者の人数についての

要望が出たが、その場で回答することはできず、

会議後半は、前期の勤務シフトを決めるだけで終

わってしまった。担当する立場としての準備不足

を痛感した初回の打合せとなった。 

後に事業がスタートしてからは、職員からのア

ドバイスもあり、保育室のことを知るには経験す

ることが一番と、保育者の手伝いとして何度か保

育に入らせてもらった。保育の様子を実際に見る

ことで、保育者からの要望も理解しやすくなった。 

 保育者の中には過去に自身も公民館保育室に子

どもを預けた経験がある人もいて、公民館保育室

が地域の子どもの成長を見守る場として存在して

いること、預ける親にとっても、保育者は地域の

子育ての先輩であり、子どもの受け渡しの時など

に気軽に相談できる存在であることを大事にしな

がら仕事を続けていることを教えていただいた。 
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４．保育室活動グループとの出会い 

保育付きの自主グループ活動は「保育室活動グ

ループ」と呼ばれ、決まった曜日で活動する。年

度の始めに、活動を希望するグループが集まり、

曜日や日程について相談する調整会を実施してい

る。保育付きの活動としては、年 12 回の自主活動

と、曜日ごとの懇談会を 1回、各グループの代表

が出席して保育室利用者懇談会を年 4回行ってい

る。加えて、公民館でのおまつりへの参加やクリ

スマス会などの行事も行っている。 

保育室を利用するグループとの最初の顔合わせ

の場となった調整会の次第は、前年度のものをそ

のまま参考にして進めたが、途中、担当の頼りな

さを悟ってくださったのか、長く活動しているグ

ループの方がイベントの担当の振り分けなどを進

めてくださり、なんとか決めるべきことは決まっ

たといった状態で終了した。参加者の中には前年

度の長期講座から誕生して、初めて調整会へ出席

したグループもあったが、説明もできないまま終

わってしまったことへの反省と、何をサポートし

ていけばいいのかと不安を感じたことが記憶に残

っている。 

活動がスタートすると、顔を合わせる機会も増

えたため、活動中になるべく顔を出したり、話し

かけたりしていくうちに、各グループの様子を知

ることが出来るようになっていった。 

自主活動での活動内容は様々で、自分たちで講

師を探して勉強会を開催したり、メンバーの中で

手芸や料理が得意な人がいれば、その人が教える

形で何かを作ったりと自分たちの学びの時間をそ

れぞれ工夫しながら過ごしている。 

 

５．グループ同士の交流の場 

 定期的な活動では保育の定員に合わせて活動日

が曜日で分かれているため、グループ間の交流の

機会として、年に４回の懇談会と、公民館で秋に

開催するおまつりへの参加やクリスマス会、一年

間がんばって保育室に通った子どもたちをお祝い

する卒室の会などのイベントの実施をしている。 

（１）保育室利用者懇談会について 

懇談会は、各グループ代表と保育者も出席して

実施する。保育者からは保育室の様子についての

話があり、グループからは活動内容の報告や情報

交換を行う。情報交換の時間には、メンバーが抱

えている悩みが語られることが多く、保育者も自

身の子育て経験を語りながらアドバイスをするこ

ともある。会議後には、感想を提出してもらい、

担当職員が議事録と感想をまとめたものを「保育

室だより」として発行している。 

1 年目は情報交換の時間がもったいなく感じ、

何か課題をこちらから提示して話し合ってもらう

方がいいのかとも考えた。しかし、この時間にそ

れぞれが抱える悩みを相談すると、すぐにその場

で共有され、「どうしたら解決するか」を真剣に話

し合う姿や、「いつものグループの仲間とは違うア

ドバイスがもらえて参考になった」といった感想

を見ると、参加者にとっては必要な時間であるこ

とが十分に理解できた。その後は担当の役割とし

て、会がスムーズに進むように、サポート役に徹

している。 

 

（２）イベントの準備や実施 

グループ同士の横のつながりを作ることを目的

としてイベントを開催している。また、公民館で

行うおまつりに参加することで、グループにとっ

ては、地域の人と交流をし、保育室活動について

発表できる場となっている。 

年度の初めに各イベントを担当するグループを

決め、そのグループ中心となり、他のグループと

も協力しながら、準備から企画の実施までを行う。

イベントの準備が忙しくて通常の活動があまりで

きなかったといった感想もいただくことがあるが、

おおむね「大変だったけど楽しかった」という感

想が多い。アイデアを出し合ったり、作業したり

といった時間を共有して仲間意識も強くなるのだ

と思う。 

課題としては、どうしても中心となって引っ張

っていってくれる特定の人に仕事が集中してしま

うことだ。進み具合を細かく聞きながら調整する

ように心がけているが、難しいと感じることの一

つである。 

やらなくてはいけない義務としてではなく、み
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んなで協力してやる意義を感じながら活動を続け

てほしい、そして、その感想や体験から得たもの

を新しいグループへつなげていくための場を作っ

ていけるような職員でありたいと思う。 

1 年目は５つのグループが保育室活動グループ

として活動しており、順調にイベントの準備が進

んでいたが、新型コロナウイルスの感染が広がり、

公民館の事業も中止となったため、３月に予定し

ていた卒室の会は開催直前に中止となってしまっ

た。 

 

６．感染症拡大防止の対応に追われた２年目 

４月に新年度を迎え、引き続き保育担当となっ

たが、保育にかかわらず公民館の事業をいつから

再開できるのかは全く見えない状態でスタートと

なった。予定を立てても、また延期。公民館も休

館という事態となった。 

館の対応に追われて、保育グループへの連絡も、

メールでこちらの状況を伝えるのみとなってしま

った。仲間に会えず、幼い子どもと自宅にこもり

っきりで不安であったであろう母親たちにもっと

密に連絡を取り、様子を聞いたり、相談に乗った

りするべきであったと深く反省している。 

開館の見通しがつき、保育付き事業の再開へ向

けて準備を進める中、活動再開についてグループ

に尋ねたところ、母親たちからは保育の再開を望

む声が多く寄せられた。家では在宅勤務となった

家族が仕事をしていて、騒がしいと邪魔になって

しまうが、子どもを連れて出かけようにも行く場

所がない。この状況がいつまで続くのかと不安ば

かりで、子どもと離れる時間がほしいと訴える声

だった。 

再開に向けては、保育室での感染防止対策も難

しい問題であった。近隣の保育園や子育て関連施

設の対応を聞き、各館の保育担当者でも話合い、

保育付き事業がようやく再開できたのは、９月で

あった。 

感染症の拡大防止のため館内は飲食が禁止とな

り、保育室のおやつの提供も中止した。子どもの

感染だけではなく、保育者の感染も防がなければ

ならない。子ども同士の距離を取るようにし、使

用したおもちゃや触れた場所は、終了後に消毒を

する作業を保育者にお願いした。手遊びや読みき

かせなど、近い距離で子どもとの触れ合いができ

ないのは保育者にとっても辛い状況であったと思

う。 

 

７．３年目となる今のこと 

感染症がどうなるのか依然先行きが見えない中

で、３年目のスタートとなった。その後の保育付

きの事業は開始時期を予定より少し遅らせること

にはなったが、順調に活動が進んでいる。 

そんな中、今年が保育 50周年であることや、関

連するイベントについて話をしているときに「こ

れまでに活動していたグループの人から話を聞い

てみたい」という案がグループから出された。 

新型コロナの感染状況もようやく落ち着き、公

民館の部屋の定員も通常に戻るタイミングでもあ

ったため、11 月の保育室利用者懇談会の時間を使

って実施することにした。過去に活動していたグ

ループの中で、連絡先のわかる範囲で声掛けをし

たところ、３グループから参加してもよいという

返事がいただけた。事前に、今年度活動している

4 つのグループから「先輩たちに聞いてみたいこ

と」を話し合ってもらい、当日質問に答えてもら

う形をとることにした。 

懇談会当日は元保育室活動グループから３グル

ープ 10 人、現保育室活動グループの４グループ

から 10 人が出席し、久しぶりににぎやかな懇談

会となった。懇談会では、グループができた経緯

や、活動中に一番印象に残ったことなどが話され

たが、一番のキーワードとなったのは「グループ

を継続していくことについて」であった。 

母親の仕事が決まったり、幼稚園の入園が決ま

ったりでメンバーの中に保育室を利用する子ども

がいなくなると、保育室活動グループではなく、

自主グループとしての活動となる。年度の始めに

年間の日程を決めて定期的に集まることがなくな

るので、自由度は上がるが、子どもの成長に合わ

せて、親の生活スタイルも変化するため、集まれ

る人数が減っていき、グループとしての活動が終

わってしまうことが多いのが現状である。現保育



43 

 

室活動グループの中には、途中でメンバーが減り、

他のグループと合併して継続しているグループも

ある。 

そんな話の中、現在活動しているグループから

の参加者の一人が涙を流す場面があった。彼女の

グループは最近では集まる人数も少なくなり、保

育の子どもが今年でいなくなるため、今後どうし

ていくのがよいのかわからない、自分の居場所が

なくなる気がして怖いと話した。他の参加者から

は自分たちのグループに入って一緒に活動しよう

と誘う声や、顔を合わせなくても SNS で時々連絡

しあうくらいでも、つながりはなくならないとい

った声が次々と上がった。 

公民館は単に部屋を貸出して場所を提供してい

るだけではなく、人と人とのつながりを作る場所

なのだと改めて感じる時間であった。 

年間の活動の中には、おまつりやクリスマス会

などのイベントの企画や準備も含まれるため、グ

ループの中には準備が忙しくて大変といった意見

もあるが、グループの枠を超えて横のつながりを

作るためには交流できる場や一緒に何かを作り上

げていく場が必要なのだと思う。 

そのつながりが地域に広がれば、例えば近隣の

公園や児童館などで顔見知りが増えたり、ふとし

た会話から新しいことを始めるきっかけとなった

りと輪が広がっていくのではないだろうか。 

懇談会の最後は、「今日みたいに公民館が声をか

けてくれると集まるきっかけになるからまた企画

してほしい」と、うれしい要望で締めくくられた。 

 

８．関わりを通じて今感じることと 

 ３年間、子育て中の母親たちや子どもたちと関

り、感じたことは、子育ての悩みはいつの時代も

変わらないということだ。講座や懇談会で語られ

る悩みは、自分が育児に苦戦していた１０数年前

から変わっていないように思う。今はインターネ

ットで調べれば、たくさんの情報が得られる。し

かし、やはり顔を合わせて実際の経験から話して

もらう情報は安心できるし、たとえ解決しなくて

も、共感してもらえるだけでも不安は軽くなる。

仲間や保育者からの「大丈夫」「よく頑張っている

ね」という励ましに救われる人も多いだろう。 

また、無料で子どもを預けられる環境が、母親

たちにとってどれ程大きく心の支えとなっている

かを改めて感じられる場面も多い。最近ではお金

を払えば子どもを預かってもらえる施設もかなり

増えた。しかし、有料では継続的な利用となると

難しく、自分の時間を持つために、夫や家族に子

どもを預けることに罪悪感を抱いてしまう人もい

る。育児が家庭という狭い世界の中だけで行われ

るのではなく、保育室との関わりを通して、仲間

や先輩たちの経験やアドバイスを聞き、学ぶこと

で様々な価値観に触れることができれば視野が広

がり、世界はもっと広がっていくだろう。その経

験が親自身にとって、「自分」のこれからの生き方

を考え、学びたいという思いを継続していくきっ

かけとなってほしいと思う。 

 

９．今後の課題 

現状、保育室活動グループができるきっかけと

しては公民館の保育付きの長期講座からがほとん

どである。受講者が、およそ半年の期間を通して、

子育ての悩みを共有したり、これからの未来につ

いて一緒に考えたりすることで信頼できる仲間と

なり、そこからグループが生まれ、保育室活動グ

ループとして、翌年以降は自分たちで課題や共有

できることを見つけながら学びを継続していく。

この時に、事業担当者がきちんと寄り添い、グル

ープとして活動する意義を感じられるようにでき

るかどうかが重要であるように思う。 

今後も事業を継続していくためには、まず多く

の親に公民館保育室の事業について知ってもらう

必要がある。事業担当として、広報の仕方につい

て考えていく事も今後の課題の一つであるが、単

に利用者を増やし、グループ化することが目的と

なってしまうのは、あくまで主催者側の希望であ

って、これを押しつけてしまっては、活動はつづ

かない。これまで受け継がれてきた親たちの「保

育室があってよかった」「これからも続けてほしい」

という強い想いをどうつないでいくのか、グルー

プが主体性を持って活動を継続していくために、

職員としてどんな支援をしていくべきなのか。今
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後の課題として、取り組んでいきたい。
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障がい者青年学級から本人活動の会の立ち上げに向けて 

～自身の変容と共に～ 

岩田武（まちだ中央公民館） 

 

．はじめに 

私が町田市生涯学習センターに配属になったの

は 2016 年 10 月。以降、障がい者青年学級を担当

しているが、配属から 5年を経た現在の私の目的

は青年学級を卒業した人たちによる本人活動の会

を立ち上げることにある。以下、青年学級を知り

変容していった自分自身を追いながら、本人活動

の会立ち上げに向けた過程を描きたい。 

 

2．町田市障がい者青年学級に出会うまで 

①学生時代 

 豊島区生まれのビル持ちボンボン。同じくビル

持ちの同級生と並んでいるときに、小学校の先生

からはもう少し経てば、自分たちがどんな場所に

住んでいるか分かると言われたことが顔も思い出

せないのにそんな記憶だけはある。私立の中高大

のエレベーター式の恩寵にあずかり、試験の数日

前だけ借りたノートで勉強するコツのようなもの

を覚える。大学の近くに一人暮らしを始め、友人

との集会場所のようなアパートで日々を暮らす。

この頃に、日々楽しく暮らせればそれでいいとい

うような意識を持ち始めたように思う。 

②町田市入庁 

 民間はブラック企業だから、退職金の出る役所

に入ろうというような甘い考えで枠の多かった町

田市に入る。2000 年 4月に入庁後、水道部で料

金徴収や、東京都の業務委託の解消を行うため 8

年間在籍。2008 年、異動したのは総務部職員

課。採用退職、病休管理等を行う。粗方の業務を

こなせるようになった頃に、システム導入を担当

することになり、2016 年 9 月まで在籍。当時

は、自分の目の前にいる後輩たちが困ることがな

いように働くことを大切にしていたが、基本的に

は効果的効率的であればそれで良いという認識。 

 2016 年 10 月生涯学習センターに配属。配属前

のあいさつに行ったところ、10 月 1 日～2日にか

けて青年学級の合宿があるので、参加しないかと

声をかけられたが、まだ辞令も受け取っていない

のでと辞退したことは良く覚えている。 

 

3．用語 

①町田市障がい者青年学級 

 町田市の障がい者青年学級の歴史は 1974 年に

さかのぼる。多摩地域の中では、比較的早めの導

入で、当時の親の声を市が聞き入れ、福祉部門で

はなく、教育部門の社会教育施設である公民館で

障がい青年の受け入れのため 1年間の準備期間を

経て、導入された。はじめは数人でのスタートと

なったが、学級開設後、右肩上がりに参加者は増

え続け、100 名を超える 1991 年には市の障がい

福祉施設ひかり療育園の改築に伴い、ひかり学級

が開設。170 名に迫る 1997 年には土曜学級が開

設され、現在の 3学級体制が形作られる。 

 「生きる力・働く力の獲得」を目標に、自治、

生活づくり、文化の創造の 3つの柱を元に、それ

ぞれが希望するコースへ 10 名程度に分かれ、話

し合いを中心に、音楽、ものづくり、生活、健康

スポーツ、劇づくりなどのジャンルに分かれて活

動する。 

名称 活動日 場所 人数 

公民館学級 第 1・3日曜 
まちだ中央

公民館 
65 名 

ひかり学級 第 1・3日曜 
ひかり療育

園 
45 名 

土曜学級 第 2・4土曜 
まちだ中央

公民館 
48 名 

 学級の拡大とともに、在籍者も 1999 年には

200 名近くの時期もある。しかし、同時にこの頃

から活動を支援する有償のボランティアスタッフ
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（以下、担当者）不足が常態的な課題となる。 

また、施設のスペース的な問題も重なったことか

ら、2000 年代に新規募集をしない期間が数年続

いた。以後、新規募集が再開されてからも新規募

集者を対象に抽選をするという形になった。 

②本人活動の会とびたつ会 

 国際的な潮流としては、1980 年代に当時精神

薄弱者と言われていた知的障がいのある人自身の

活動である本人活動が始まっていたことから、町

田でも本人活動をつくろうという流れと、前述の

青年学級に新人募集ができないのは自分たちが青

年学級に在籍しているから、青年学級を卒業しよ

うという思いが重なり、2004 年に「とびたつ

会」が生まれた。とびたつ会は、第 2、第 4日曜

日に、まちだ中央公民館や社会福祉法人コメット

の運営するコメット会館などを主な会場とし、25

名程度の会員と 10名程度の支援者で活動してい

る。1つのグループとして運営される規模として

は、コース活動としての 2倍以上の規模となって

いること、施設のスペース的な問題から新たな参

加を受け入れることが難しくなっている。 

③若葉とそよ風のハーモニー 

 1974 年に生まれた青年学級で、様々な取り組

みが行われる中で 1986 年に生まれたのが学級ソ

ング。学級ソングには、青年の日ごろの思いが込

められていることからその思いを伝えられる手

法、文化の創造の代表的な手法として取り組むよ

うになる。すると、1988 年に自分たちのうたを

もっと多くの人に聞いてもらいたい！そんな青年

の思いを形にしたのが若葉とそよ風のハーモニー

（以下、わかそよ）。市の主催事業から飛び出る

形の実行委員会形式で運営され、現在までに 20

回を数える。 

④キーパーソン 

 松田泰幸：配属から 2019 年度まで直属の上司

であるとともに、とびたつ会の中心的な支援者。 

 稲村宏美：とびたつ会の会員で元学級生。 

加藤沙耶香：2017 年 6月～担当者。私と一緒に

とびたつ会の活動に驚き、自分たちでも本人活動

をやりたいと話し合う仲間。 

 

4．青年学級に出会って 

（1）2016 年 10 月～ 

①わたしぬきにきめないで 

 配属されて初めて学級活動に触れたのは、生涯

学習センターまつりでの発表団体として 3学級と

とびたつ会の有志が参加する舞台。ホールの舞台

をびっしりと埋め尽くす青年と担当者。初めて学

級ソングを聴き、歌詞もあまり把握できない中、

それでも「わたしぬきにきめないで」は、印象的

だった。障がいがあるといわれる人との接点を持

つことなく過ごしてきた私にとって、力強く歌う

姿は障がいのある人もがんばっているのだなと感

じる。 

 

   ♪わたしぬきにきめないで 

   Nothing about us, without us! 

 

１   わたしのこと わたしぬきに     

きめないで ほしい 

わたしの声 わたしのおもい 

つたえたい あなたに 

  

はたらくこと 大変でも  

なかまたちと がんばってる 

まかせられた 仕事がある  

自信もって とりくんでる 

みとめられたい はたらーきたい  

わたしにあった 仕事がしたい  

つらいことも あぁるけれど  

わたしにとって たいせつなこと 

 

わたしのこと わたしぬきに 

きめないで ほしい 

わたしの声 わたしのおもい  

つたえたい あなたに 
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2   子どものころ はなせなくて    

ともだちから からかわれた 

練習して いまはちゃんと 

はなせるのに つづく差別 

  

みとめられたい はなしがしたい  

きもちかよわす 仲間がほしい  

はなすことは たぁいへんでも  

つたーえたい わたしのきもち 

 

わたしのこと わたしぬきに 

きめないで ほしい  

わたしの声 わたしのおもい 

つたえたい あなたに 

わたしのこと わたしぬきに  

きめないで ほしい  

わたしの声 わたしのおもい  

つたえたい あなたに 

 

②津久井やまゆり園事件 

 毎週木曜日の午後 7時～10 時まで実施してい

る担当者会議の中で、担当者からやまゆり園事件

が起こったときに、自分はただのひどい事件が起

きた程度に思っていたが、青年たちからは自分の

身を案じる言葉があり、当事者から見た時にやま

ゆり園事件は、決して遠いどこかで起こった事件

ではなく、町田市の隣の相模原市で起こった事件

であり、自分たちが殺されるかもしれないと認識

させる事件として受け止めていることに驚いたこ

とを覚えています。 

 とはいっても、月 2回の学級日と学級日の前後

に行う担当者会議もどう進めていけばいいのか、

よく分からないまま経験のある担当者がテキパキ

とこなして、私は言われたことを言われたとおり

にやるのに一杯一杯な状況。 

また、担当者の学習会として、やまゆり園事件に

ついての学習会に参加すると、講師として長期に

渡って学級に係る担当者や松田さんから、青年学

級やとびたつ会でのやまゆり園事件の受け止め方

が話されていた。 

 職員の仕事は、担当者募集と担当者会議のレジ

ュメ作成などの事務や環境整備がメインで、学級

日当日は、担当者任せで回り、職員は担当者から

の声に応えればいいと甘えているせいで、半年た

っても青年たちの個性や特徴どころか、顔と名前

すら一致しない状況。そんな中、青年学級をメイ

ンで担当している係長級の職員の異動が決まり、

係長職の自分が後任になることになった。青年学

級をどうしていったらいいものかと思案が始ま

る。 

 このころから、担当者不足で困っていることか

ら効果的な募集方法や、ずっと同じ人が青年学級

に入っていることを理由に新人が抽選でしか参加

できない状況になっていることから卒業制度を作

ったらいいのではなどを考えていた。 

卒業した後の青年の行く末のことは考えず、ただ

公平であればいいと考えている状況。 

 

（2）2017 年度 

①担当者募集 

 市内の大学で行われているボランティアフェア

に参加すると、学生たちはどうやら忙しい様子で

中々ボランティアスタッフ、それも障害者の活動

に興味がある人はほとんどおらず、閑古鳥状態。

まぁそんなものかと思って帰路につく。他にも近

隣の大学 10 校ぐらいにチラシ配布に行くも、大

学側の職員もチラシ掲示ぐらいはできるものの、

そこどまり。その後 5月に、担当者であり、大学

教授の授業でも担当者募集の機会があった。そこ

では、「下手なギターですが、聴いてください」

という松田さんとともに、とびたつ会の有志数人

が授業時間を目一杯使って、学級ソングを歌いつ

づけた結果、数名からの参加希望があったと記憶

しています。 

 また、4月には新人募集も行っており、9名の

応募に対して、受け入れ枠は 3名だけで、6名の

方には抽選の結果残念でしたと伝えると、本当に
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くやしく残念そうな顔をしながら帰っていく様子

に嫌な仕事だなと感じたものの担当者体制も厳し

いし、簡単に受け入れるとも言えない状況は難し

いものだと思いながら、席についた。 

～担当者にとっての青年学級～ 

 今、改めて考えると、障がいがあると言われる

人との学習活動が自分自身を成長させる場であ

り、居場所であり、健常といわれている人たちだ

けでは作り出すことができない、青年と担当者が

係るからこそ作ることができる活動になってい

る。当然のことながら、担当者募集は自分自身が

楽しいと感じ学級の魅力を理解している中で行う

ことで、参加者は増えていき、そして担当者との

深いつながりを自然に持つようになる。 

 学級の魅力の一つとして、職員を含めた担当者

間のつながりは欠かすことのできないもので、担

当者同士という間柄だからこそ生まれる信頼関係

を元に話し合いが行われることで相互の自己認知

を高めているように思う。 

②社会教育全国集会（神奈川集会） 

 8 月に行われた集会が家から最寄りの大学で行

われていたことと、当時担当していた公民館学級

の青年が参加するということで、いったいどんな

ものだろうと物見遊山で行ってみると、知らない

人も多くいる中で、青年がしっかりとした口調

で、「出生前診断でダウン症のわたしはもう生ま

れることのないいのちなのでしょうか」と、周囲

に訴えかける様子を見て、すごいなと感心してい

ました。 

③合宿 

 9 月には異動直後に辞退した合宿に臨むこと

に。当時の私には水神さまでも憑いていたのか、

外出講座の類は全て雨、雨、雨。合宿も例に漏れ

ることなく当然のように雨。本来なら夕食後に行

われる夜のメインイベントのキャンプファイヤー

もできず何をやるのかと思っていると、合宿場所

がやまゆり園から数キロの宿泊施設ということも

あり、やまゆり園事件の追悼をしたいと青年から

発言があった。青年の中でも口を塞ぐ人が多い

中、合宿だからこそ生まれるようなある種の特別

な空気感のせいか、ぽつりぽつりと話される青年

たちの意見。やっぱり当事者だからこそ感じるこ

とはあるのだなと受け止める。その後、不寝番を

行う担当者や、青年と同室で就寝する担当者を尻

目に、職員だけの部屋で就寝。一人でこっそり飲

むお酒は美味しくなかったことをよく覚えてい

る。青年学級の魅力を感じつつも、まだまだビジ

ネス職員。 

④文科省視察 

 合宿を終えると文科省が来年度から実施する障

がい者の生涯学習推進のために町田を視察に来る

というので、異動した職員が作成した資料をもと

に説明する。帰りしなに、文科省の職員から町田

市にも委託事業に手を挙げてもらいたいとの打診

がある。2月頃に文科省からの委託事業の募集が

正式に始まる。担当者会議で情報提供したとこ

ろ、これをきっかけに青年学級を盛り上げようと

いうことで手を挙げることとなる。3月には有志

の担当者と打合せをする中で、わかそよを委託事

業でやってみるのは面白いのではないかというこ

とになり、そのまま申請すると無事に採択され、

いよいよ来年度から文科省事業をやっていくこと

になると思っていた。 

実を言えば、委託事業に手を挙げなくてもよかっ

たし、そもそも担当者会で情報提供しなくてもよ

かったはずだけれど、担当者や青年たちの思いに

応えたい、そんな思いを抱くようになってきて青

年学級の魅力が少しずつだけれど、やっと分かり

だした頃。 

 

（3）2018 年度 

①有識者会議 

 いざ、4月になると文科省の有識者会議にとび

たつ会と共に町田の青年学級を説明するよう依頼

がある。実際にとびたつ会の有志 3名と、支援者

数名で文科省に行ってみると、立派な会議室には

有識者ですという雰囲気のスーツ姿の人がいっぱ

いいる中、話をするのは苦手だけどまぁしょうが
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ない。なんとか説明を終えた後のランチビールは

美味い。 

②補正予算 

 早速、補正予算するための手続きとして、市の

財政部門に 10分の 10 の委託事業だから補正予算

をつけてもらいたいと打診したところ、緊急性が

ないため補正予算はつけられないとのこと。文科

省からは委託事業としての予算配分を受けている

のにもかかわらず、予算を使うことができないと

いう行政のロジックに右往左往するありさま。 

③文科省委託事業 

 腐る自分を横目に松田さんから、障害者手帳の

ある人を対象とした「うたの教室」が企画され

る。申込者を見ると、青年学級の抽選申し込みで

落選した人が複数いるのを見て、やはり活動場所

を探しているのだなと感じる。このうたの教室

は、シンガーソングライターが歌唱指導をするカ

ラオケ講座だが、肢体不自由、知的、精神とバラ

エティーに富んだメンバーで講座修了後もサーク

ル化されて、わかそよの構成団体にもなってい

く。現在も月 1回集まり、思い思いの歌をカラオ

ケで歌い続ける活動を継続している。 

 文句ばかり言っていた私もつられるような形

で、係内で動かせる予算を工面して、支援者養成

講座を企画する。講座後半には青年学級の体験が

組み込まれており、なんとかわかそよに向けた担

当者が欲しいということもあり始めたところ、な

んとか 1名獲得。この 1名が、加藤さんととも

に、わかそよの練習などで場を盛り上げてくれた

のだから、腐らずに良かったのだなと。 

④合宿 

 合宿でやっとキャンプファイヤーができる。不

寝番中に担当者とお酒を飲みながら、あれこれ話

すのが楽しくて中々寝なかった記憶。この頃に

は、職員の部屋で寝るのではなく、青年たちと一

緒に寝るのが当たり前という認識に変わってき

た。 

⑤愛知・三重県視察 

 12 月には、補正予算が付くことを前提に予定

していた視察として名古屋市の見晴台学園・見晴

台学園大学と三重県四日市市の聖母の家学園に、

とびたつ会の支援者として、みんなが自腹で視察

に行った。今までさんざんボランティア募集をし

てきたもののボランティア体験をしたことのなか

った自分にとって、これが一応、初めてのボラン

ティアなのか、仕事なのかきれいには分けられな

いような活動をする。まるで、みんなで旅行にき

ているかのような交流体験で、新鮮な感覚を覚え

た。 

この頃から、生涯学習センターを異動した後も、

青年学級かとびたつ会の支援者をやろうかなと、

自分の心の中では思い始めていたが、まだまだ、

口には出せない。 

⑥わかそよに向けた活動 

 恒例の実行委員会を 10月から毎月開くもの

の、話し合いは中々まとまらないまま。期限が過

ぎた 3月にやっとテーマが決まる。「いのちのか

ずだけ思いはある～みんなちがってもいっしょに

生きる～」。みんなが話し合った結果です。 

 2 月～本番を迎えるまでの毎週火曜日夜間にわ

かそよ 1部の劇に参加する青年や担当者と練習に

参加する。この頃になってくると、とびたつ会の

稲村さんとラインを交換するようになり、加藤さ

んも交えて火曜、木曜、日曜に留まらず、それ以

外の日にも会うようになってくる。お互い笑いな

がら、「よく会いますね」と。ここでの三者での

話し合いをしながらとびたつ会の活動の広がりや

今の青年学級ではできなくなったことを平然とや

ってのけている本人活動の会に魅力を感じ始めた

ころ。 

 年度末のころには、文科省の委託事業の事務手

続きを行い、なんとか来年度も継続実施できるこ

とになった。断られていたら一体どうなったのだ

ろうか。 

 

（4）2019 年度 

①わかそよ本番 
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 本番の 5月は、多くの時間をかけてやっていた

めか、本番はあっという間に終わり、片付けを終

えてから打ち上げに参加すると、まぁお酒がうま

い。 

 本番を終えてからしばらく間を持って、振り返

りの会をするも、当初の目的だった障害のある人

の生涯学習を推進するための経過を十分につまび

らかにできたのか、事業として臨んだもののそれ

ほどの成果は出ていないのではという反省が残

る。 

②成果報告と視察 

 文科省委託事業したことで、執筆や実践報告、

視察などを受けるほか、活動の協力者として地域

のロータリークラブからも発表舞台の場として招

待を受ける。画期的だったのは、学級生一人ひと

りに謝礼が出たことだ。自分たちが舞台に上がる

際、今までは手持ち弁当だったものが、わずかと

はいえ、自分たちの活動が地域に求められるもの

になっているということを得られたことは自分自

身が活動にかかわる中で、得た成果ではないかと

考える。 

③公民館休館 

 舞台に出た 10 日後には、コロナの影響によ

り、成果発表会を中止することになり、一年の締

めくくりをしないままでの尻切れトンボのような

活動となってしまった。 

コロナ禍での休館が継続する中、職員として活動

を止めてはいけないと思い、休館中であっても公

民館内での担当者会議を行い始めたのが 3月のこ

ろ。 

 

（5）2020 年度 

①延長する休館 

 3 月末までだった休館が 4 月、5月と延長を繰

り返す中、今では当たり前となったリモート会議

に取り組みだした。当初はＬＩＮＥで試してみた

り、カメラをオフにする画面で話し合いをどのよ

うにするのかなどから話し合ってみたり、一歩ず

つ作っていった。 

②楽器はじめ 

 学級活動で苦労することの一つに楽器が演奏で

きる担当者が不在だと、アカペラで歌うことにな

りどうしても盛り上がりにかけ困ることが多い。

また、学級活動の中で歌づくりは欠かせないた

め、一念発起してピアノ教室に通い始めようと 2

月頃に申し込むも、コロナで何度もずれ込み、実

際に体験ができたのは 6月。それまでも、公民館

の音楽室などで自主練習を始めるも、小学生の時

に触れた以来の楽器や音感のなさに果てしなさを

感じるが、やらなければできるようにはならない

との一心に継続する。 

 ある日、公民館の音楽室で練習をしていると、

一人の青年が訪れて、練習をしているなら試しに

弾いてみる様、声をもらい下手な演奏に合わせて

踊ってくれたことに、ピアノ初めてよかったなぁ

と感じた。 

 ただ、1年間ほど続け、ある程度覚えた曲であ

れば音符どおりに弾けるようになるも、弾きなが

らリズムを取ることが、どうしてもできず演奏へ

の歩みがあまりに遅いことから、楽器をギターに

切り替える。さぁまた、一歩目からのリスター

ト。 

③本人活動への立ち上げ 

 度重なる休館であっても、担当者会議は続け、

6月の開級式ごろからやっと開館することになっ

た。表立って活動ができるとはいえ、1回目の活

動はオンライン青年学級。やらないより、やる思

いで活動をしたものの、感触は鈍いまま。このま

まではまずいという思いがあることをきっかけ

に、とびたつ会にも定期的に参加するようにな

る。活動が終わった後に、稲村さんからのお誘い

で加藤さんと話し合うことが増えてきた。会話の

中には、今までのとびたつ会の取り組みを聞き取

ることが自然と多くなってきた。沖縄をはじめと

した全国各地への全障研や社全協の大会に参加や

地域の様々な団体と交流を持っている活動を聞く

につけ、今の青年学級でできないような取り組み

が様々にされていることに対して、うらやましい
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という感情が芽生えてきたように思う。コロナ禍

でまともな活動がほとんどできていない中で加藤

さんとも話を積み上げていき、何か自分たちでや

りたい、そんな気持ちがお互いに湧き出してきた

ころ。本人活動の会を自分たちの手でも、立ち上

げてみたいという気持ちに次第に変わっていった

時期。8月ごろにお互いに意思を声に出して確認

したことで、それからしばらくは会立ち上げに向

けた取り組みをしようという話が出てくる。しか

し、実際の学級活動はコロナ禍で食事をさけた

り、会話を避けたりすることで青年たちへの具体

的な働きかけもできないまま日が過ぎていく。ま

た、2021 年 5月のわかそよに向けた活動も並行

して行っていたため、なかなか具体的な話にもっ

ていけないままになってしまう。だが、そんな中

でも本人活動の会に向けた動きとして、加藤さん

と二人で温めていた 3学級だれでも参加できるコ

ースを公民館学級の中に立ち上げていく案を企画

する。その後、担当者会議の中でも共有されたこ

とで、わかそよの活動などの合間合間の時に青年

たちへ声かけを行っていくことになる。 

 二人だけの思いではなく、学級活動の中で広め

ていくことを担当者間の中で共有したことで、も

う後には引けない気持ちとともに、前に向かう一

歩が楽しくてしょうがないころ。 

 

（6）2021 年度 

①とん挫 

公民館学級からひかり学級に担当替えをせざる

を得ない事情が発生した。ひかり学級では、コロ

ナ禍で活動を控える担当者が多い中でも運営をし

てくれていた中心的な担当者が体調不良から辞め

ることになった。今後のひかり学級の担当者体制

として、この担当者がいない中でも、これから学

級の魅力に触れていくことになる学生のような新

人担当者が居続けられる場所づくりが求められ

る。そのため、職員の中では学級経験の長い私が

担当することになった。 

年度当初には、公民館の学級日に、信頼ある担

当者とともに始めるはずだった本人活動への一歩

が早速、立ち止まらざるを得なくなった。新しい

会を作る前に 3学級の維持が必要なのは明らかで

あるものの、ショックは隠せない。 

 また、私だけでなくひかり学級を当面の間、担

当し続ける担当者も 2名は必要ではないかとのこ

とで、加藤さんを含め異動することになる。二人

の話し合いの中では、「しばらく本人活動の会の

ことはおいておこうか」、「2～3年は、ひかり

学級の再生に力をかけなきゃかな」と言った声が

上がった。 

 少し暗礁に乗り上げたような時期で、加藤さん

とも本人活動の会に向けた話が少しずつお互いに

避けるようになった時期。 

②ひかり学級での再始動 

 それでも、とびたつ会の活動に参加しながら、

松田さんから「新しい会に向けた動きはどう？」

と聞かれ、「いやぁ、それがひかりの再生をしな

きゃかと思うとなかなか手が出せなくて…」、

「そっかぁ、うーんなんとかならないかねぇ」

と。こんなやりとりがきっかけで、改めてどうし

たものかと加藤さんと話し合う。 

 「新しい会を何年も作らないでいると、そのま

ま作らないことになりそうな気がする」、「ひか

り学級の中で、新しい会に向けた活動できないか

な？」、「前に、公民館で新しい会を作ろうとし

た時も、居心地のいい学級を卒業することを意識

してもらうよりも、学級活動以上にいろいろな体

験ができる場を作ればいいんじゃないかな」こん

な話し合いを行った結果、改めて立ち上げに向け

た活動をしていくことになる。どうすれば青年た

ちが本人活動をしたくなるのか、そのための一歩

として学級外の活動として、課外活動をしていく

ことが必要なのではとの考えに至る。現在は、ひ

かり学級のコース活動の一つとして課外活動を位

置づけて以下のような活動を行っている。 
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①市民音楽祭で木曽中学校の吹奏楽の発表を聴講

した後、演者の中学生から演奏にかける思いをイ

ンタビュー 

②選挙について学びたいとの声から、学級日に選

挙について学ぶ場を設けて模擬投票を行い、課外

活動として、実際に期日前投票をする。 

③日帰り旅行では、こどもの国で弾薬庫や平和の

碑から平和学習をする。 

 また、今年度予定している課外活動として、1

月に国分寺で行われているくぬぎカレッジに参

加。2月には文科省コンファレンスに参加して課

外活動の実践報告をする。 

③これからの課外活動 

 課外活動をどこまで青年たちが理解し、受け止

めているのか、まだまだしっかり共有できていな

いように思う。活動をしていきながら、3月の成

果発表に向けて、しっかりとした話し合いを重ね

ていきたい。そして、課外活動の先に本人活動を

重ね、もっともっと思いを形にしていきたい。 

 さぁ、本人活動の会が無事にできるのか、これ

からの取り組みに自分自身の思いをぶつけなが

ら、一歩一歩を大切に取り組んでいきたい。 

 

5．最後に 

 自分なりに、青年学級や本人活動とともに自分

史のような過程を描いてみたが、これからの自分

に向けた宿題を課しておきたい。 

①課題 

 言わずもがなという点ではあるが、まずはこれ

を記したい。 

 本人活動の会の立ち上げを描こうとしている

が、決して作ることが目的ではなく、知的障害が

あるといわれる人とともにどれだけ実のある活動

を作っていけるか、そしてその体験をもとに人間

的な成長を果たしていくことができるのかをしっ

かりと注力していきたい。 

②社会教育としての実践記録 

 いつか誰かが本人活動に興味を持った際に、紐

解けるよう 1回 1回の記録を作成し続けたい。可

能であれば、活動記録から導き出したその時々の

成果や課題を記していきたい。また、作成した記

録は、自分の中に保存するだけでなく、外部の人

でも読める状態にしていきたい。また、知らない

人が調べられるようにインターネットでも概要を

つかんだりすることができることも検討してもら

いたい。 

③うたづくり 

 学級ソングとの出会いが、この活動に入った入

口であったからこそ、「♪わたし抜きに決めない

で」を超えるような、新しい会の中で定番となる

曲づくりができるように、ギター練習、編曲、歌

詞づくりなどの音楽活動にもしっかりと取り組み

を重ねていきたい。 

④広報活動 

 本人活動の活動の中に、広報活動が占める部分

はややもすると少ないのかもしれないが、わたし

は知ってほしい、世の中の多くの人に。本人活動

という言葉を知ってもらいたい訳ではないが、知

的障害があるといわれている人にとって、こうい

った社会教育活動があることを知る、知らないで

大きく世界が変わるのではないだろうか。また、

青年学級と出会うことで世界が変わる私のような

人のためにも知ってもらいたい。 

 そのためにも、外部の人との交流は大切にして

いきたい。障害があるといわれる人の集団学習活

動の魅力を交流という形を通して伝えていきた

い。 

⑤夢の果て 

 ユニバーサルデザインという言葉がある。誰に

でも使える形という意味だろうか。この言葉のも

じりのようだが、”ユニバーサルライフ”※1と

いう言葉を作ってみたい。障害のある人でもない

人でも幸福を感じ、希望を持った人生の暮らし

方。本人活動の会の最終的な目標はそこにあるの

ではないかと一人夢想する。 

 2022 年、多様化し先鋭化した現代に、生きづ

らさを抱えている人は、どれだけ多いことか。そ

ういった生きづらさを抱える人たちにとって、お



 

53 

 

互いを認め合い、励ましあい、それぞれができる

ことをやりあうことで、一人ひとりが個人として

尊重され、文化的な生活を過ごすことができるの

ではないだろうか。 

 

※１＝ウィキペディアによるとドイツの宗教団体

の名称で、その他多数の社名になっているが、こ

こではただのもじりとして扱う。 
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「並木公民館運営サポート会議だより『楽・学・遊・人』」の実践 

～地域の人とつくる、地域の人のための広報誌を目指して～ 

榊 佑奈（国分寺市立並木公民館） 

 

はじめに 

 私は、令和元年６月に会計年度任用職員(当時の

嘱託職員)として入職し、並木公民館へ配属となっ

た。 

約２年半働くなかで、市民が主体となる活動、そ

れらの継続のために、生活や価値観の変化に対応

しながら、どのような働きかけが必要か悩んでい

る。また、自分自身の力量不足で上手く働きかけ

ができていないと感じることが多々あった。 

今回は入職して約１カ月、まだ公民館での事業や

業務が把握できないながらも、自ら携わりたいと

手をあげ関わり続けている「並木公民館運営サポ

ート会議だより『楽・学・遊・人』」について取り

上げることにした。上記の内容について考えるこ

とが多く、且つ今後の可能性を感じているからで

ある。これまで自分が感じ、考え、学んできたこ

とを整理し、課題と改善策について考えていく。 

 

１．概要 

(１) 国分寺市公民館運営サポート会議とは 

市内の各公民館に設定されており、公民館におけ

る各種事業の推進を図り、地域の特色ある公民館

づくりの実現に向けて協議をする組織である。委

員は、公民館利用者、地域団体の代表者、学校教

育関係者、社会教育関係者から 10人以内で組織す

る。任期は２年とし、現在は第４期にあたる。(第

３期：令和元年５月１日～令和３年４月 30日 

 第４期：令和３年５月１日～令和５年４月 30 日) 

並木公民館運営サポート会議(以下、サポート会議

と記し、本実践記録においては、並木公民館運営

サポート会議を指すこととする)は、現在 10 人の

委員(以下、サポート委員)で構成されている。２

カ月に１回の会議を行い、サポート委員と公民館

職員が出席する。第３期から現在は、公民館事業

の１つである、子どもたちを対象にした「学習支

援事業」をどのような形式で実施するかについて、

特に活発な議論がされている。 

 

(２)「並木公民館運営サポート会議だより」とは 

「並木公民館運営サポート会議だより(以下、サポ

ート会議だより)」は、令和４年１月 12 日時点で

通算 16号発行している。第３期からは、編集に公

民館利用者がかかわるようになり「並木公民館運

営サポート会議だより編集委員会(以下、編集委員

会)」が設置された。 

以下は、第３期より整理された内容である。サポ

ート会議だよりの名称は「楽・学・遊・人」とし、

今後使用していくことになった。名称は並木公民

館開館 30 周年の際に作成した記念誌の名称に由

来し、公民館を表す言葉の集まりである。発行時

期はサポート会議直後とし、サポート会議までに

おおよその紙面を作成しておき、サポート委員の

確認を経て完成、発行する。対象者は、並木公民

館利用者とし、利用者が手に取りやすいもの、公

民館利用者の交流のための広報誌にしたいという

ことで始まった。 

①掲載内容 

内容は、編集会議にて決定している。サポート会

議で話し合った内容以外にも、並木公民館で活動

するグループを取材して掲載したいという話から

第３期が始まったが、号数を重ねるにつれて、内

容は多岐にわたってきた。大まかなコーナーは以

下の通りである。 

・並木公民館主催事業の今後の予定 

・並木公民館主催事業の実施報告 

・並木公民館活動グループの紹介 

・地域の行事の紹介「地域のニュース」 

・地域の人の紹介「このまち、この人」 

・「国分寺市公民館運営審議会 通信」 

・「編集委員のコーヒーブレイク」(テーマトーク) 

②編集委員会の構成 
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編集委員会は、市民のＡさん、Ｂさん、Ｃさん、

Ｄさんの４人が編集委員となり、公民館(事務局)

より２人が加わり、計６人で進めている。編集委

員の４人は、並木公民館主催事業からグループ活

動をはじめた「本づくりの会 土筆」から募った。

Ａさんは、第２～３期ではサポート委員を務め、

編集委員会では編集長を担い、複数のグループ活

動もしている。Ｂさんは、公民館主催事業に参加

したり地域で自主的に活動したりしている。Ｃさ

んは、上記以外のグループでも活動をしながらフ

ルタイムで働いている。Ｄさんは、編集委員会設

立当初は小学生で、現在は中学生となり部活動等

にも励みながら編集委員を続けている。 

③記事の分担 

各々取材できる時間が決まってくるため、４人そ

れぞれの生活に合わせて担当できる記事を割り振

っている。Ａさんは、様々なコーナーを担当して

くれている。ＢさんとＣさんは、主に主催事業の

実施報告。Ｄさんは公民館活動グループの紹介や

学校生活の様子を記事にしている。 

その他、サポート会議で話し合われた内容につい

てはサポート委員に、主催事業の実施報告につい

ては参加者や講師(主に地域で活動している人)に

執筆依頼することもある。取材可能な人がいない

場合には、主催事業の担当職員が執筆する。 

 

２．サポート会議だよりの経過と想い 

(１)新体制でのスタート 

①第３期第１号～第３期第３号の経過 

令和元年７月のサポート会議にて、サポート会議

だよりの発行が承認、８月に初めての編集会議が

行われた。編集会議を月１回程度実施し、２号ず

つ計画的に進めようと体制を整え始めた頃、新型

コロナウイルス感染症が流行し、編集会議の実施

ができなくなった。 

②想い：分からないなりに頑張りたい 

入職前から、記事を通して地域の人や出来事を伝

えるということに面白さを感じていた。サポート

会議でサポート会議だよりの話を聞いたとき、自

分も担当したい・チャンスを逃さないようにしな

ければと思った。「自分もこの業務を担っている」

と自覚できるものが欲しいという気持ちも正直あ

った。初めて出席したサポート会議で詳細は何も

理解していなかったが、会議終了後、自分もやり

たいとＡさんに直談判した。Ａさんが「一緒にや

ろう」と、他の職員にも「この子が一緒にやるの

で」と宣言してくださったのが有難かった。 

 

(２) コロナ禍での試行錯誤の運営 

①第３期第４号～第４期第２号の経過 

公民館の休館、講座や会議の実施制限、ウェブ会

議の設備が整わない状況等から、メールでのやり

取りが始まる。制限がある中でも公民館が開館し

てからは、主にＡさんと事務局で掲載内容を検討、

事務局から他の編集委員にメールで共有した。対

面での活動が可能になってからも、この形態をし

ばらく維持してしまう。途中、サポート会議の任

期が変わり、第４期の発行継続が承認された。 

②想い：現状と今後、理想と現実での葛藤 

はじめは完全に発行を止めてしまうと再開するこ

とが難しくなると思い、どのような形式であれ継

続しようと必死だった。 

公民館が再開してからは、元の運営体制に戻さな

ければ、そして次の段階へ運営体制を変革させな

ければという焦りが出てきた。正直な気持ちを言

えば、中心となるＡさんとだけで進めるのは意見

をまとめる手数も時間もかからず楽だと思ったが、

公民館活動の一環としてはこのままでいいはずが

ない。メールでのやり取りは、私自身、人と関わ

っている感覚が少なく、問いかけを用意しても編

集委員の反応の少なさから考えが読み取れなかっ

た。本当はより良いアイディアや掲載したい内容

があるのではと考えたり、発想が狭くなっている

ように感じたりした。誰かがやってくれるという

他人事な雰囲気、意欲の低下すら感じたが、そう

いった状況を作っているのは自分自身であると思

い、もどかしかった。しかし、事業の担当が増え、

サポート会議だよりに割く時間と心の余裕がなく

なり、体制を戻せずにいた。 

様々な葛藤が増すなか、サポート会議で報告をす

れば、今後も継続してほしい、他の会議等でサポ
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ート会議だよりを紹介すると評判がいい等と、期

待の高まりを感じ複雑な心境になっていた。 

 

(３) 対面での再開 

①第４期第３号～現在の経過 

令和３年 11月、約１年９カ月ぶりに対面での編集

会議を実施する。２回ほど実施するも、編集委員

の生活も変わり、スケジュールが合わないという

新たな課題がでてきている。 

②想い：対面のよさと今後に向けての意気込み 

このままでは編集委員会が縮小するばかりだと重

い腰をあげたのだが、実際に対面で編集会議を実

施すると、メールのやり取りでは出てこなかった

であろう「生きた意見」を感じ、中身を深めてい

く感覚があった。他の人の意見を聞き、さらに新

たな意見を伝えるというやり取りがしやすい状況

にあるからかと思う。メールでは連絡がつきにく

いメンバーの参加もあり安堵した。 

対面のよさを実感しつつも、スケジュール調整の

難しさや、編集委員と事務局の業務に対する負担

を感じ、体制を変える必要性をより感じた。 

 

３．サポート会議だより・編集委員会の魅力 

(１)市民が携わるということ 

①一利用者がつくるということ 

Ａさんと公民館にて紙面の相談をしていた際、Ａ

さんの知人が通りかかった。何をしているのかと

問われたので説明すると「公民館で活動している

が、サポート会議だよりの存在を初めて知った。

Ａさんが関わっていたなんて」と驚きつつも興味

を持ってくださった。それ以降、発行されたこと

を知らせると「Ａさんが頑張っているやつね」等

と言いながら手に取ってもらえるようになった。 

個人的には、職員のみで作成する紙面は、市の発

行物ということもあって堅苦しさを感じたり、“職

員”という肩書、“利用者と職員”という関係性か

ら壁のようなものが生まれたり、身近な感覚が薄

くなるように感じる。距離感を縮めるために、一

利用者がかかわる意味を感じる。 

また、編集委員以外の利用者が携わることによっ

て、自分が執筆した以外の号も手に取ってみよう

とか、同じグループの人が書いているから読んで

みようとか、興味を持つきっかけになりやすいの

ではないかと考えている。 

②編集を通してまちを好きになる 

編集会議で掲載内容についての検討をした際、「地

区」にフォーカスをあてるのも面白いのではない

かという話になった。例えば、歴史やその土地の

変遷等をたどるというものだ。これらをたどる過

程では、地区の良い面も悪い面も見えるが「その

地区のデメリットすら、話して発信することで愛

すべきところになる」というＢさんの言葉が印象

的である。話したり書いたりしているうちに新た

な発見があったり、他者とそれをシェアして気付

きを得たり、そうして地域に愛着をもっていくの

かもしれないと思った瞬間である。 

③多世代のかかわり 

Ｃさんが所属するグループを紹介するため、Ｄさ

んが取材に行く機会があった。その際、グループ

のメンバーが「ＤさんはＣさんの友だち？」と尋

ね、「そう！私の友だち！！」と答える場面があっ

た。年齢は親子以上離れていると思うのだが、年

齢に関係なく共に活動し「友だち」と表現できる

関係性が醸成され得るのが、誰でもいつでも学ぶ・

集うことができる公民館の良さだと感じた。 

 

(２) 中学生の参画と継続について 

中学生が大人と一緒に公民館での活動を継続して

いることによく驚かれる。Ｄさんの継続について、

職員として意識していることを考えた。 

結論としては、中学生(子ども)としてではなく、

「１人の人として向き合うこと」、「いかに自分の

居場所と思ってもらえるか」ということが重要だ

と考えた。そしてそれは、大人にも同じことが言

えるのではないかとも思っている。具体的に意識

している点としては、下記の３点である。 

①やりたい・好きを実現すること 

やりたいこと、好きなこと、楽しいことであると

いうことが、継続のモチベーションを保つうえで

欠かせないと考える。勉強、部活動、遊び、様々

なことがある中で、この要素が減るほど優先順位

が下がり、離脱しやすいと思っている。 
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Ｄさんは文章やイラストをかくことが好きだと言

う。可能な限り毎号執筆できるように検討する。

聞き取りをして本人の書きたいテーマがないとき

には、大人が案を出しみんなで考える。最終的に

は本人の希望する内容に合わせて、必要なアポ取

り等を事務局で行いサポートをする。 

 

②帰属意識を持ってもらうこと 

継続のためにはある程度の帰属意識が必要だと考

えており、そのためには何か役割を持ってもらう

ことが手段の１つかと思う。諸々の都合でＤさん

の記事が掲載できないときは、挿絵を描いてもら

う等、ここでできることがある、存在する意味が

あると思えるように、工夫を心がけている。 

また、Ｄさん以外の編集委員の関わりに感謝する

ところが大きいのだが、中学生だからと変に区別

せず｢一緒に活動する仲間｣ということを言葉かけ

や態度で示してくれる。Ｄさんの記事を大切にし

てテーマ案を出し合う様子が、その一例だと思う。

私もそのような関わりを目指している。 

③「実力を認めてもらっている」ことの認知 

この活動から、Ｄさん自身、自信が持てる何かを

１つでも持ち帰ってもらえたらという想いがある

(これは個人的な想いも強いかもしれない)。 

Ｄさんの文章は生き生きとしていて読んでいて楽

しいと、サポート委員の方からも毎度評判が良い。

このようにＤさんの実力や感性を認めてくれる人

がいることを可能な限り伝えたい。サポート会議

での感想等を伝えるように心がけているつもりだ

が、本人にどこまで届いているのかは分からない。

というのも、編集会議以外はＤさんの保護者へメ

ールをし、伝言してもらうので、本人の様子が伺

えない。本当はサポート会議での大人たちの会話

を映像で見せたいくらいなのだが。 

 

４．読者から見たサポート会議だより 

実践記録を執筆するにあたり、読者の意見も知り

たいと思い、サポート会議だよりの変遷や並木公

民館のことをよく知る方々からお話を伺った。 

 

(１)方法と内容 

①対象 

第１～４期のサポート委員 ２人 

②方法 

インタビュー形式(個別に実施) 

③質問項目 

質問項目は、大きく下記２点を考えていたが、実

際は１つずつ質問するのではなく出てきた話題か

ら話を膨らませていった。 

・サポート会議だよりの印象、率直な感想 

（良い点、悪い点、魅力に思うこと等） 

・今後のサポート会議だよりに望むこと 

 

(２) インタビュー内容のまとめ 

同じ質問の仕方をしていないこと、質問にまたが

った回答があったこと、また、実践記録の内容に

あわせ、今回は２人の回答を内容別にまとめた。 

①よさ・魅力 

・サポート会議、公民館のグループ活動、公民館

講座、地域の人を知ることができる。 

・公民館活動を PRしたり記録に残したり、それを

読む人がいて仲間が増えたり刺激を与えたりする

と嬉しいし、そういった媒体だと思う。 

・自分の書いた記事や活動が掲載されることで、

サポート会議だよりを手に取るきっかけ、活動を

知ることにつながる。(＝より広げたい項目) 

・他の公民館にも紙面を作る動きが広がった。 

②改善点と解決策（“→”以降が解決策） 

・書く人を広げられるとよい。 

→執筆者が次の執筆者を指名するリレー方式。 

・気楽に書く側へ参加できる仕組みが必要。 

→「今号のお手伝い」のような形式での関わり 

→１年間の連載等、一区画担当してもらうところ

を作ると編集委員の負担が減る。題材案は、音楽

の小話、性教育、本の紹介等で、地域の知識人に

協力依頼する。(連載は、続きが気になり継続して

読んでもらえる可能性あり。) 

・紙面を読んでもらえていないと感じる。サポー

ト会議に関わりのない人にも広く読んでもらいた

い(最大の目的)。 

→配布先の検討：ポスティング、自治会回覧板  

③掲載内容についての提案 
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・公民館ロビーの利用者の様子を、利用者へのイ

ンタビューや写真を通して紹介する。使い方を知

ることで利用のきっかけになり得る。また、ロビ

ーには子どもたちも多く集まっていて(並木公民

館の良いところ)、それを知っていると大人が子ど

もの様子を気にかけようと思える。 

・記事内に QR コードを掲載し、サポート会議だよ

りを入口にして、活動の詳細についてはインター

ネットで見ることができる仕組みづくり。 

５．私の反省 

(１)決定する場をなくしてしまった 

対面での編集会議に戻すタイミングが遅かったと

思う。主体的に動く、意見を言うといった場面を

奪い、受け身になる構図を作ってしまった。 

メールでのやり取りが主体の時期も、掲載したい

内容等、意見があれば教えてほしいと伝えるよう

にしていたつもりだが、なかなか難しい。「他人事

な雰囲気」にしてしまったのは、自分が主導権を

握り過ぎたからという自覚がある。 

 

(２) 作業工程を請け負いすぎている 

紙面完成までには、会議設定、会議録作成、掲載

内容の決定、原稿執筆依頼、取材、執筆、割付、

校正、サポート会議での確認、印刷、配架依頼と

段階があるが、多くの場合編集委員が携わるのは、

掲載内容の決定、取材、執筆、校正である。それ

以外の大部分を事務局が引き受けている。 

事業報告の取材は、編集委員や参加者等に依頼し、

感想等を書いてもらうのが好ましいと思う。しか

し、誰がどの事業に参加できそうかという見通し

を立て依頼することができなくなっていた。既に

事業の数日前だったり事業終了後だったりして、

誰にも書いてもらえないことに気づき、事業の担

当職員が執筆する例が増えてしまった。 

これは、私がサポート会議だよりに割ける時間と

余裕を失っていること、業務をどのように振った

らいいのか分からなかったこと、誰かに相談する

ことすら気が重くなってしまったことが反省点で、

いまだ解決しきっていない点でもある。 

 

６．課題と解決策 

 本項では、２～５で整理した内容をもとに、今

後の課題と解決策について述べていきたい。 

(１) 人員の確保と運営方法の課題 

以前よりも平日の日中、取材に対応できる編集委

員が減ってしまったため、人員の確保と運営方法

について改善すべき余地があると考えている。併

せて、取材可能な時間帯が少ない編集委員の割り

当てが少ないことも気がかりとなり、担当できる

内容を検討する必要がある。また、現在４人の編

集委員ですら仕事や学校や活動でタイミングが合

わず、全員揃っての編集会議が難しい状況にあり、

人が揃わないなりに編集を進めていける仕組みづ

くりが必要だと考えている。 

 

(２) 人員の確保と運営方法に向けての解決策 

①解決策Ａ：新たな人員の発掘 

事業の参加者や講師への原稿執筆依頼は継続し、

編集に関わる人を見つけられるよう引き続き意識

したい。単発(短期)で関わる人と、長期で関わる

人の双方、人員を発掘できるのが理想である。 

このことは、様々な人の受け皿になり得るのでは

ないかとも考えている。一例をあげると、リタイ

ア後の方の「地域のために活動したい」、保育室活

動(グループ活動や講座受講)で訪れる子育て中の

方の「復職に向けて『働く』事に近いことをした

い」等、様々な想いをもつ人がいるのではないか

と思う。今後どのような需要を見つけられるか分

からないが、対応できる人に負担が偏らないよう

に、関わりたいと思う人それぞれの事情に合わせ

た柔軟な対応を図り、新たな人材発掘に結びつけ

ていきたい。 

②解決策Ｂ:広報誌に関する講座の企画検討 

講座参加者から新たな人材を動員できないかと考

えている。当初のイメージでは、分かりやすい紙

面構成の仕方等スキルを学べる講座が必要だと思

っていた。しかし、この構想を CLC 講座で話して

いたところ「市民がやりたい・必要だと感じたら、

公民館から促さずとも勝手に動き出す。なぜこう

いった発信が必要かというより根本的なところに

目を向けてはどうか」とのアドバイスを受け、講

座内容については再検討している。可能ならば、
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どちらも網羅した講座が企画できないかと考えて

いる。振り返りのシートを用いたり、１つの完成

品を作ったりしたいと思う。 

③解決策Ｃ:運営にあたっての役割分担を変える 

現時点では、直近１～２号分の紙面構成をその都

度考えているが、年間のある程度の計画と各号の

担当者(責任者)を決めておき、各号で掲載内容の

変更や取りまとめをしてもらう形式も考えられる。

しかし、公民館や地域の事業は、月日を経ると増

えていくため、年間計画は立てたほうがよいのか、

担当者決めはいつどのようにするのがいいか、見

えるようで見えない状況にある。 

他にも、完成までには多数の工程があるため、得

意分野を活かした人員の増やし方と体制づくりも

解決策の１つだと考えている。例えば、出揃った

記事の割付担当、当日の写真撮影・選定担当、完

成した紙面の印刷担当等である。 

④解決策Ｄ：情報共有の仕組みをつくる 

地域の行事や、人にフォーカスしたコーナー等、

公民館主催事業の範囲でなくなると、さらにアン

テナを張る必要があると考えている。公民館にも

地域のイベントのチラシが届くのだが、それ以外

にも「実はあんな面白いことやっていたよ」と聞

くことがある。また、編集委員は普段異なるフィ

ールドで活躍しているため、共通で認識できる内

容・人ばかりではない。このため、それぞれが情

報を持ち寄れる仕組みをつくることができれば、

どのような行事なのか・どこでどのようなことを

している人なのかといったフォローと、情報共有

の幅を広げていくことが可能となる。 

 

(３) サポート会議だよりの認知度の課題 

紙面を読んでもらうことで「公民館や地域の取り

組みを知ってもらうことができる」という要の部

分、紙面を発行する意味を確固たるものにしたい。

並木公民館の利用者だけでなく、より広く公民館

を知らない人にも読んでもらいたい。 

しかし現状は、公民館で活動していてもサポート

会議だよりの存在を知らない人がいる。市内の公

民館、並木公民館利用グループのロッカー、公民

館運営審議会、地域会議等での配布と、並木公民

館ロビーに大きく印刷したものの掲示をしている

が、これでは不十分だと考えている。 

 

(４) 認知度を上げるための解決策 

①解決策Ｅ:配布場所の検討・拡大 

自治会の回覧、個人宅へのポスティング、近隣の

学校や店舗への配布等の案が、編集委員やサポー

ト委員から出されている。それぞれ協力してもら

えるか、効果はどの程度見込めるか、配布場所を

拡大できる人員の確保ができるかを検討し、可能

なところから進めたいと考えている。 

学校の配布となると、現状、保護者向けの紙面に

なるが、親に読んでもらえることで、Ｄさんに近

い年代の人が公民館へくるきっかけづくり、紙面

作成やデザインに興味関心がある子どもの参加に

発展する可能性はあるかもしれない。 

②解決策Ｆ：掲載内容のブラッシュアップ 

掲載内容についても様々な案が出ているので、そ

れぞれ検討し、組み込んでいきたい。内容が変わ

れば読者層も変化するし、内容が広がれば記事に

携わる人も増えるので、読者や人員の拡大にもつ

ながり得る。常に検討が必要なところである。 

 

(５) 解決策の相互作用を考え、実践していく 

 人員と運営体制・認知度に関する課題と解決策

を挙げたが、解決策間で関連する部分があるため

並行して考えたい。６.(１)～(４)の内容は、図１

のような関係図になると考えた。このような相互

作用を考え調整するのが、公民館職員＝コーディ

ネーターとしての務めなのではないかと思った。 

 
図１ サポート会議だよりの課題と解決策の関係 
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さいごに 

事業の企画運営や施設管理の業務もしながらサポ

ート会議だよりに携わり続けることは正直重荷と

思うことすらあるが、今後も関わり続けたいと改

めて思った。それは、編集委員の方々が私にとっ

ての居場所にしてくださったことが大きいと思う。

公民館職員として改善すべき点は変えていかなけ

ればならないが、私自身が楽しむ気持ちを忘れず、

ここまで関わり続けてくださったことに感謝しつ

つ、編集委員の方々と共に学びを深めて、より魅

力的なサポート会議だより、そして地域と公民館

の活動や魅力を広げていきたい。 


